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約
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、

窓
口
で
の
申
し
込
み
に
加

え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
携
帯
電
話
や
ご

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
申

し
込
み
を
し
た
り
、
空
き

状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
予

１７

約
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
利
用

申
し
込
み
の
割
合
は
全
体

の　

％
で
し
た
。

７７

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
（
平
成　

年
１７

　

月
）

１０
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
構

成
で
は
、
な
か
な
か
目
的

の
ペ
ー
ジ
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ず
、
到
達
す
る

の
に
時
間
が
か
か
る
と
の

利
用
者
か
ら
の
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
構
成
を
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
合
わ
せ
て
、
必
要

な
情
報
を
で
き
る
だ
け
早

く
入
手
、
検
索
し
や
す
い

よ
う
に
、
６
つ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
（
部
門
）
を
設
け
る

な
ど
、
利
用
者
の
視
点
で

改
善
を
図
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
困
っ
た
時
の

よ
く
あ
る
質
問
集
」
の
ペ

ー
ジ
を
作
成
し
、
日
ご
ろ

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら

市
役
所
に
寄
せ
ら
れ
る
代

表
的
な
疑
問
・
質
問
と
そ

の
回
答
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　

掲
載
し
て
い
る
疑
問
・

質
問
は
約
１
５
０
０
件 

で
、生
活
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
担

当
課
別
に
ま
と
め
て
あ
る

の
で
、利
用
者
か
ら
も
電
話

な
ど
で
問
い
合
わ
せ
し
な

く
て
も
知
り
た
い
情
報
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単

に
得
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。

�
　

市
役
所
内
で
の
庁
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
の
構
築
や
公
共
施
設

予
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、

さ
ら
に
個
人
情
報
な
ど
の

情
報
漏
え
い
等
へ
の
安
全

対
策
に
も
自
治
体
と
し
て

は
最
高
レ
ベ
ル
の
仕
組
み

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
本
市
の
情
報
化
の

取
り
組
み
は
全
国
的
に
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
経
Ｂ
Ｐ
社
が
行
っ
て

い
る
全
国
市
町
村
の
情
報

化
進
展
度
を
比
較
す
る 

「
ｅ
―
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
は
、
平
成　

年
に
前
年

１６

の
６
８
５
位
か
ら
一
挙
に

　

位
に
、
さ
ら
に
昨
年
は

２４
　

位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し

１５た
。 全

国
で
も
高
い
評
価
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市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の

情
報
化
推
進
の
た
め
の
指

針
と
し
て
、
昨
年
３
月
に

「
流
山
市
情
報
化
推
進
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

現
在
、本
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
情
報
化
の
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
第
３
回
定
例
会

　

総
務
省
で
は
、
電
子
政
府
、
電
子
自
治
体
の
構
築
を
目
指

し
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
な
が

る
社
会
を
目
指
し
て
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
政
策
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
市
で
は
、
庁
内
の
内
部
事
務
の
情

報
化
は
も
と
よ
り
、
対
市
民
向
け
に
も
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
の
導
入
や
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、

利
便
性
の
向
上
や
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
号

で
は
、本
市
の
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

よ
り
便
利
に
、情
報
の
共
有
も

よ
り
便
利
に
、情
報
の
共
有
も

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
率
は

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
利
用
率
は

％

　

％
７７７７

　

自
治
体
の
情
報
化
の
推

進
に
は
、
大
き
く
分
け
て

二
つ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
行
政
機
関
が
内
部

事
務
を
効
率
よ
く
行
う
た

め
の
手
段
で
あ
り
、
も
う

一
つ
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

向
上
さ
せ
る
た
め
の
手
段

で
す
。

　

本
市
の
内
部
事
務
の
情

報
化
は
、
平
成　

年
度
か

１３

ら
本
格
的
に
着
手
し
、
庁

内
各
課
、
各
施
設
に
パ
ソ

コ
ン
を
配
備
し
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、

情
報
の
共
有
化
、
事
務
の

自宅のパソコンから　自宅のパソコンから

迅
速
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

�
　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ

ム
の
導
入
（
平
成　

年　
１６

１０

月
）

　

予
約
シ
ス
テ
ム
導
入
前

は
、
公
共
施
設
を
利
用
す

る
場
合
、
直
接
施
設
の
窓

口
ま
で
出
向
き
手
続
き
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
本
予
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市
民
向
け
の

市
民
向
け
の

情
報
化
の
推
進

情
報
化
の
推
進

施設予約システムへのアクセスは

http://eyoyaku.city. 
nagareyama.chiba.jp/パソコンから

http://iyoyaku.city. 
nagareyama.chiba.jp/携帯電話から

専用電話番号
０４－７１３５－１４８９

音 声 応 答
シ ス テ ム

ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

手
軽
に
蔵
書
の
検
索
や
貸

し
出
し
予
約
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定

で
す
。

　

さ
ら
に
、本
年
度
中
に
、

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
試

行
的
に
導
入
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
入

札
や
入
札
情
報
の
公
開
が

速
や
か
に
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
つ
く
り
、
入
札

の
透
明
性
を
図
り
ま
す
。

�
　

今
後
の
情
報
化
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
方
な
ど
、

情
報
弱
者
と
呼
ば
れ
る
方

々
に
も
十
分
配
慮
し
た
事

業
の
展
開
を
心
掛
け
て
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
情
報
化
の
推
進

に
は
多
額
の
経
費
が
か
か

る
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効

果
を
見
極
め
つ
つ
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
情
報
を

共
有
で
き
る
よ
う
に

（
９
月
議
会
）
か
ら
は
、

本
会
議
の
生
・
録
画
中
継

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
て
配
信
す
る
予
定
で

す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ご
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
、
本

会
議
の
模
様
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

情報化の推進

　携帯電話からコートの空き状況も確認できます

す
。

　

ま
た
、　

月
か
ら
図
書

１０

館
の
蔵
書
等
の
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開

し
、
利
用
者
が
携
帯
電
話

や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ

社
会
教
育
委
員
を
募
集

学
識
経
験
の
あ
る
方
ご
応
募
を

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、

社
会
教
育
委
員
を
公
募
し

ま
す
。

　

同
委
員
は
、
社
会
教
育

に
関
す
る
諸
計
画
を
立
案

し
た
り
、
教
育
委
員
会
の

諮
問
に
応
じ
必
要
な
調
査

・
研
究
を
行
う
も
の
で
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝　

歳
以

２０

上
の
市
民
で
社
会
教
育
の

学
識
経
験
の
あ
る
方
▽
募

集
人
員
＝
５
人
▽
活
動
内

容
＝
本
年
度
は
３
回
程
度

の
会
議
▽
報
酬
＝
日
額
７

２
０
０
円
▽
任
期
＝
委
嘱

日
か
ら
２
年
間
（
平
成　
１８

年
８
月
委
嘱
予
定
）
▽
応

募
方
法
＝
生
涯
学
習
課
で

配
布
の
応
募
申
込
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
７
月

　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で

１８に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
生
涯
学
習
課

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
※
応

募
原
稿
等
は
返
却
し
ま
せ

ん
▽
選
考
方
法
＝
書
類
審

査
の
上
、
面
接

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６
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□問
 

行
政
改
革
推
進
課

Ｉ
Ｔ
推
進
室
�
７
１
５

０
―
６
０
７
８

　
　

第
２
回
定
例
会
が
閉
会

　
　
　

全　

議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決

１５

　　

市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
１
日
か
ら　

日
ま
で

１９

開
か
れ
、
当
初
提
案
し
た
平
成　

年
度
一
般
会
計
補
正

１８

予
算
な
ど　

件
が
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

１５

閉
会
し
ま
し
た
。

市議会

インターネット
を活用して

市
議
会
本
会
議
の
中
継

市
議
会
本
会
議
の
中
継

図
書
館
の
蔵
書
検
索
・
予
約

図
書
館
の
蔵
書
検
索
・
予
約
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平成１８年７月１日（土曜日）　　　（　）２第１１１７号

一般会計�
25万8千円�

特別会計�
12万4千円�

水道事業�
6万7千円�

一般会計�
25万8千円�

特別会計�
12万4千円�

水道事業�
6万7千円�

使われた費用使われた費用�
24万6,446円�

納税額納税額�
12万2,960円�

使われた費用�
24万6,446円�

納税額�
12万2,960円�

　市債とは、道路の整備や上下水道の整備等、多額の経費を必
要とする事業の財源に充てるため、国や銀行などから借り入れ
る長期の借入金です。返済が長期にわたるため、将来その施設
を利用する人にも経費を負担してもらうこととなり、世代間の
公平が図れます。�

（内訳）�
一般会計　396億8,007万6千円�
特別会計　191億2,018万5千円�
水道事業　103億3,345万9千円�

　平成17年度の一般会計予算額を
市民1人当たりでみると、24万6千
円です。このうち約12万3千円が皆
さんに納めていただいた市税です。�

2. 市債の現在高（平成18年3月31日現在）� 3. 市の財産の状況（平成18年3月31日現在）�

4. 市税の負担状況�

　市は、仕事をする上で目的に応じて建物や土地などの必要な財産を持ち、
それらを有効に運用しています。財産には、市庁舎、学校、公園、公民館、
有価証券、各種基金などがあります。�

市民1人当たり44万9千円�

市債の現在高　691億3,372万円�

※平成18年3月31日現在の人口153,674人で算出� ※市税予算額188億9,576万円、平成18年3月31日現在の人口153,674人で算出�

土　地�

建　物�

基金等�

1,374,206�� 1,396,791�� 22,585��

276,022�� 283,955�� 7,933��

238億9,864万7千円�225億5,490万3千円�▲13億4,374万4千円�

増　　減�17年度末�16年度末�

市民1人当たり�
12万2,960円�

市たばこ税等�
4,728円�

都市計画税�
1万925円�

固定資産税�
4万5,594円�

市民税�
6万1,713円�

固定資産税�
4万5,594円�

市民税�
6万1,713円�

　　　　　　　国民健康保険や介護保険のように特定の事業を
行うために、一般会計と区別して経理する必要がある場合に設
けられる会計です。現在6つの特別会計が設けられています。�

　　　　　　　地方公営企業法の適用を受ける水道事業で、
一般の企業と同様複式簿記により会計処理を行っています。�

69億5,150万3千円�
67億4,590万4千円�
79億8,494万5千円�
76億2,287万2千円�

収入予算額�
収入済額�
支出予算額�
支出済額�

特別会計�

特別会計予算額�
収入済額�
支出済額�

348億7,421万5千円�
286億1,041万2千円�
306億6,164万5千円�

（平成１８年３月３１日現在）�

（平成１８年３月３１日現在）�

水道事業会計�

土地取得特別会計�
14億3,676万7千円�西平井・鰭ヶ崎土地�

区画整理事業特別会計�
3億5,896万4千円�

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計�
100100億5,1775,177万2千円千円�

介護保険特別会計介護保険特別会計�
45億8,7838,783万6千円千円�

老人保健老人保健�
医療特別会計医療特別会計�
8787億2,3532,353万1千円千円�

国民健康保険特別会計�
100億5,177万2千円�

介護保険特別会計�
45億8,783万6千円�

老人保健�
医療特別会計�
87億2,353万1千円�

公共下水道特別会計�
34億5,154万2千円�

 収入済額� 支出済額�
土地取得特別会計�
14億3,676万7千円� 西平井・鰭ヶ崎土地�

区画整理事業特別会計�
12億7,752万1千円�

国民健康保険特別会計国民健康保険特別会計�
105105億2,058万2千円千円�

介護保険特別会計介護保険特別会計�
44億6,1026,102万4千円千円�

老人保健医療特別会計老人保健医療特別会計�
90億9,517万7千円千円�

国民健康保険特別会計�
105億2,058万2千円�

介護保険特別会計�
44億6,102万4千円�

老人保健医療特別会計�
90億9,517万7千円�

公共下水道特別会計�
38億7,057万4千円�

市税市税�
178億980万6千円千円�
市税�
178億980万6千円�

繰入金�
24億8,980万7千円�国庫支出金�

24億2,788万8千円�

地方交付税�
20億6,643万9千円�

市債�
19億4,130万円�

繰越金�
12億5,945万円�

地方消費税交付金�
10億7,506万1千円�

地方譲与税�
9億6,100万7千円�

県支出金�
8億7,268万9千円�

地方特例交付金�
8億4,605万9千円�

使用料および手数料�
5億9,926万1千円� 分担金および負担金�

4億1,122万7千円�

その他�
12億108万5千円�

民生費民生費�
90億4,276万1千円千円�

土木費土木費�
45億7,614万1千円千円�

民生費�
90億4,276万1千円�

土木費�
45億7,614万1千円�

教育費�
40億3,822万6千円�

衛生費�
34億7,947万4千円�

総務費�
34億5,248万1千円�

公債費�
34億3,942万円�

消防費�
17億8,529万6千円�

諸支出金�
14億7,765万円�

議会費�
4億363万6千円�

商工費�
2億8,434万3千円�

農林水産業費�
1億4,748万2千円�

労働費�
4,401万8千円�

災害復旧費�
1,969万1千円�

市政を運営していくための基本的な経費を計上している会計です。�

1. 一般会計と企業・特別会計�

市税（52.5％）�
繰入金（7.3％）�
国庫支出金（7.1％）�
地方交付税（6.1％）�
�
市債（5.7％）�
繰越金（3.7％）�
地方消費税交付金（3.2％）�
地方譲与税（2.8％）�
県支出金（2.6％）�
地方特例交付金（2.5％）�
使用料および手数料（1.8％）�
分担金および負担金（1.2％）�
その他（3.5％）�

市民税や固定資産税など市に納められる税金�
基金や特別会計から一般会計に資金を入れるもの�
特定の事業を行うときに国から支出されるもの�
市が標準的な仕事をしていくうえで必要な経費を一定の基準で算出し、�
国から交付されるもの�
多額の経費を必要とする事業などに充てるための長期の借入金�
平成１６年度決算における剰余金を１７年度歳入としたもの�
地方消費税の一部が市に対して交付されるもの�
国が徴収した税の一部を市町村に譲与するもので、自動車重量譲与税など�
特定の事業を行うときに県から支出されるもの�
１１年度税制改正に伴う市民税の減少を埋めるため国から交付されるもの�
文化会館等の使用および住民票や印鑑証明等の各種証明書手数料�
保育所やデイサービスの利用負担金�
利子割交付金などの交付金５件および預金利息や寄付金などの諸収入�

民生費（28.1％）�
土木費（14.2％）�
教育費（12.5％）�
衛生費（10.8％）�
総務費（10.7％）�
�
公債費（10.7％）�
消防費（5.5％）�
諸支出金（4.6％）�
議会費（1.3％）�
商工費（0.9％）�
農林水産業費（0.5％）�
労働費（0.1％）�
�
災害復旧費（0.1％）�

福祉手当、生活保護、福祉会館、保育所の運営などに要する経費�
道路、公園、河川の建設や管理などに要する経費�
小中学校の管理運営、文化・スポーツの振興などに要する経費�
健康診断、予防接種、公害対策、ごみ処理などに要する経費�
市役所庁舎の管理・運営、徴税事務、戸籍関係事務、選挙、統計調査�
などに要する経費�
市債などの借入金の返済に要する経費�
消防署、消防団の管理・運営などに要する経費�
土地を先行取得するためなどに要する経費�
議会の運営に要する経費�
商工業の育成・助成、消費生活相談などに要する経費�
農業者・農業団体の指導・育成、市民農園の管理運営などに要する経費�
雇用促進のための無料職業相談室設置、コミュニティプラザの運営など�
に要する経費�
風水害などにより損傷を受けた公共施設の復旧に要する経費�

（平成18年3月31日現在）�

歳入（収入済額）�
339億6,107万9千円�

一般会計予算額　378億7,240万9千円�

歳出（支出済額）�
321億9,061万9千円　�（平成18年3月31日現在）�

一般会計�

�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
�������������������������������
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�������������������������������
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�������������������������������

財政課　財政課　� 7150－6071問�

※出納整理期間�
  市の会計では、4月から翌年3月までに発生した収入や支出を、その期間内（会計年度）の収入や支出として決
算することとしています。しかし、たとえば物品を購入し3月31日に納品された場合、その日のうちに支払いを
行うことは市の会計制度では困難であるため、会計年度の収入や支出については5月末日までに行うことが法律
で決められています。この会計年度終了後の4月1日から5月31日までの期間を出納整理期間といいます。�

　市では、市民の皆さんが納められた税金、そして国や県からの補助金、市が借りているお金な
どがどのように使われているのかを知っていただくため、年2回、市の財政状況を公表していま
す。これは、法律に基づいて行っているもので、今回は平成17年度予算の平成18年3月31日現
在の執行状況についてお知らせします。今回の財政状況には出納整理期間の額は含まれていない
ため、最終的な決算額とは異なります。�
　なお、平成17年度の決算については、より詳細に分かりやすく11月に「広報ながれやま」で
特集する予定です。�財政状況の公表�財政状況の公表�

財政課　� 7150－6071

平成17年度�平成17年度�

問�
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第１１１７号（　）　　　平成１８年７月１日（土曜日）３

国
民
健
康
保
険
証
を
更
新

希
望
者
に
は
配
達
記
録
郵
便
で

　

国
民
健
康
保
険
の
保
険

証
を
７
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
。

　

今
回
か
ら
保
険
証
を
カ

ー
ド
化
し
、
被
保
険
者
１

人
に
つ
き
１
枚
交
付
し
、

世
帯
単
位
で
送
付
し
ま
す
。

通
常
は
「
普
通
郵
便
」
で

住
民
票
の
住
所
地
へ
送
付

し
ま
す
が
、
ご
希
望
の
方

に
は
「
配
達
記
録
郵
便
」

で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※

配
達
記
録
分（
２
１
０
円
）

の
み
自
己
負
担

　
【
申
し
込
み
】

　

封
筒
の
表
に
「
配
達
記

録
郵
便
希
望
」と
明
記
し
、

申
請
書（
自
由
様
式
）に
配

達
記
録
郵
便
希
望
の
旨
、

保
険
証
の
記
号
・
番
号
、

世
帯
主
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
２
１
０
円
分
の

切
手
を
同
封
の
上
、
７
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

１４２
７
０
―
０
１
９
２
流
山

市
役
所
国
保
年
金
課
へ
。

　
【
そ
の
他
】

　

送
付
先
は
、
住
民
登
録

さ
れ
て
い
る
住
所
・
世
帯

主
あ
て
と
し
ま
す
。
や
む

を
得
な
い
事
情
で
送
付
時

期
に
不
在
の
場
合
は
、
郵

便
局
に
回
送
な
ど
の
依
頼

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

保
険
料
率
を
改
定

　

日
に
納
入
通
知
書
を
発
送

１４

国　民
健康保険

　

平
成　

年
度
国
民
健
康

１８

保
険
料
の
納
入
通
知
書
を
、

今
月　

日
に
発
送
し
ま
す
。

１４

　

な
お
、
本
紙
４
月　

日
１５

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

と
お
り
、
平
成　

年
度
の

１８

保
険
料
率
を
改
定
し
ま
し

た（
別
表
参
照
）。
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
増

す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ

き
運
営
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
制
度
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
※
保
険
料

の
納
入
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

▽
勤
務
内
容
＝
国
民
健

康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
戸
別
訪
問
に
よ
る

収
納
指
導
▽
応
募
資
格
＝

　

歳
位
ま
で
の
健
康
な
方

６５※
た
だ
し
、
自
動
車
な
ど

の
交
通
用
具
を
持
ち
込
み

で
き
る
方
▽
勤
務
時
間
＝

土
・
日
曜
、
祝
日
等
を
含

む
９
時
〜　

時
の
う
ち
、

２０

月　

時
間
以
上
▽
給
与

６５
（
月
額
）
＝
基
本
給
４
万

９
４
０
０
円
＋
歩
合
給
▽

応
募
方
法
＝
７
月　

日
ま

１４

で
に
履
歴
書
を
国
保
年
金

課
へ
持
参

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

市
臨
時
職
員（
国
民

健
康
保
険
料
等
収
納
指

導
員
）の
登
録
者
募
集

　

平
成　

年
度
介
護
保
険

１８

料
の
納
入
通
知
書
を
今
月

　

日
に
発
送
し
ま
す
。
対

１４象
は
、　

歳
以
上
の
方（
第

６５

１
号
被
保
険
者
）で
す
。　

　

介
護
保
険
料
の
納
入
方

法
は
、
特
別
徴
収
と
普
通

徴
収
の
２
種
類
に
分
か
れ

ま
す
。
な
お
、
第
１
号
被

保
険
者
の
介
護
保
険
料
は

別
表
の
と
お
り
で
す
。

　
【
特
別
徴
収
】

　

年
金
が
支
給
さ
れ
る
時

点
で
、
介
護
保
険
料
が
天

引
き
さ
れ
ま
す
（
年
金
受

給
額
が
年
額　

万
円
以
上

１８

の
老
齢
、退
職
年
金
の
方
。

障
害
、
遺
族
年
金
の
方
）。

介護保険

　
【
普
通
徴
収
】

　

市
が
発
送
す
る
納
入
通

知
書
に
記
載
の
金
融
機
関

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
保
険
料
の
納
入
に
は

便
利
な
口
座
振
替
を
お
勧

め
し
ま
す

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
０
（
賦

課
お
よ
び
特
別
徴
収
に
つ

い
て
）
／
国
保
年
金
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
７

（
普
通
徴
収
お
よ
び
口
座

振
替
に
つ
い
て
）

　

介
護
保
険
施
設
（
介
護

老
人
福
祉
施
設
、
介
護
老

人
保
健
施
設
）
に
入
所
、

ま
た
は
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

等
を
利
用
し
て
い
る
方
で

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
、「
負
担
限
度
額
認
定

証
」
を
提
示
す
る
こ
と
で

居
住
費
お
よ
び
食
事
負
担

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

す
で
に
認
定
を
受
け
て

い
る
方
の
減
額
認
定
期
間

が
６
月　

日
で
満
了
し
た

３０

こ
と
に
伴
い
、
再
認
定
お

よ
び
新
規
の
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
減
額
は
申
請
の

あ
っ
た
月
の
初
日
ま
で
し

か
遡
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
者
＝
住
民
税
非

課
税
世
帯
の
方
▽
申
請
方

法
＝
す
で
に
認
定
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
再
認
定

手
続
き
の
通
知
を
６
月　
２１

日
付
で
郵
送
し
ま
し
た
の

で
、
必
要
事
項
を
記
入
し

て
７
月
５
日
�
ま
で
に
高

齢
者
支
援
課
へ
※
こ
れ
か

ら
施
設
を
利
用
す
る
方
の

新
規
申
請
は
、
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

　

□問
 

高
齢
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
０

納
入
通
知
書
を
発
送

対
象
は　

歳
以
上
の
方

65

介
護
保
険
施
設
の
利
用
者

負
担
限
度
額
認
定
証
の
更
新

　

市
で
は
、
別
表
物
件
の

土
地
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す
。
入
札
参
加

者
は
、
市
内
・
外
の
個
人

・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
あ
る
一
定
条
件

に
該
当
す
る
方
は
参
加
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

▽
入
札
案
内
書
の
配
布

期
間
／
場
所
＝
７
月
３
日

�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
、

31

祝
日
を
除
く
）／
管
財
課
、

各
出
張
所
お
よ
び
各
図
書

館
▽
入
札
日
／
場
所
＝
８

月
２
日
�
／
市
役
所
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
）

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９

市
有
地
４
物
件
を
売
却

個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん

障害基礎年金の現況届
２１日までに提出を　

　障害基礎年金受給者で、２０歳前の障害により障害基礎年

金を受けている方および、障害福祉年金から移行した障害

基礎年金を受けている方には、７月１日以降、社会保険業

務センターから「現況届」の用紙が送付されますので、必

要事項を記入の上、７月２１日までに市役所国保年金課に提

出してください。

　また、診断書の提出が必要な方は、送付された診断書に

病院等で証明を受けてから提出してください。なお、障害

基礎年金受給者には、所得の審査がありますので、未申告

の方は至急手続きをしてください。

　※年金を受け始めて１年未満の方や年金が全額支給停止

されている方は、現況届の提出の必要はありません

　□問 国保年金課�７１５０―６１１０

市
職
員
を
募
集

平
成　

年
４
月
１
日
採
用
予
定

19

　

平
成　

年
４
月
１
日
採

１９

用
予
定
の
流
山
市
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
募
集
す
る

職
種
は
、
一
般
行
政
（
上

級
）、
土
木
（
上
級
）、
保

育
士
、
消
防
士
（
初
級
、

救
急
救
命
士
を
含
む
）
の

４
職
種
で
す
。

　
【
受
験
手
続
き
】

　

▽
提
出
書
類
＝
試
験
申

込
書
（
市
指
定
用
紙
を
７

月
３
日
か
ら
人
事
課
で
配

布
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
原
則
本
人
が
人
事
課

へ
持
参
、
ま
た
は
郵
送
▽

受
付
期
間
／
時
間
＝
７
月

　

日
�
〜
８
月　

日
�

３１

１１

（
土
・
日
曜
を
除
く
）
／

９
時
〜　

時
※
郵
送
は
８

１７

月　

日
消
印
有
効

１１

　
【
第
１
次
試
験
】

　

▽
期
日
／
内
容
＝
９
月

　

日
�
／
一
般
教
養
、
専

１７

門
試
験
、
作
文
試
験
、
適

性
試
験
▽
場
所
＝
東
洋
学

園
大
学
※
第
２
次
試
験
は

面
接
な
ど
（
日
程
は
第
１

次
試
験
合
格
者
に
通
知
）

　

□問
 

人
事
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
８

●医療分保険料
内　　　容平成１７年度平成１８年度区　分

前年の所得から市民税基礎控除額３３万
円を差し引いた額に料率を掛けます。
ただし、平成１７年１月１日において６５
歳に達していた方で公的年金所得の方
は、さらに１３万円の控除があります。

８.６０%９.１０%①所得割
（料率）

世帯の加入人数に応じ計算
（２０,４００円×加入者数）２０,４００円２０,４００円②均等割

１世帯につき１５,６００円１５,６００円１５,６００円③平等割
賦課される限度額５３０,０００円５３０,０００円限度額

※医療分保険料＝　①所得割　+　②均等割　+　③平等割

●介護分保険料（４０歳以上６５歳未満の方（介護第２号被保険者）のみ対象）
内　　　容平成１７年度平成１８年度区　分

前年の所得から市民税基礎控除額３３万
円を差し引いた額に料率を掛けます。
ただし、６５歳に達している方は介護第
１号被保険者で、国民健康保険料の介
護分保険料は所得割、均等割ともに賦
課されません。

１.３０%１.４０%④所得割
（料率）

世帯の加入人数に応じ計算
（１２,６００円×加入者数）１２,０００円１２,６００円⑤均等割

賦課される限度額８０,０００円８０,０００円限度額
※介護分保険料＝　④所得割　+　⑤均等割

国民健康保険料　＝　医療分保険料　＋　介護分保険料

第１号被保険者（６５歳以上の方）の介護保険料
年間保険料該当となる要件段　階

１３,３００円
基準額×０.３

生活保護者または老齢福祉年金
の受給者で世帯全員が住民税非
課税者の場合等

第１段階

２２,２００円
基準額×０.５

本人が住民税非課税者であり、
かつ世帯全員が住民税非課税者
で、課税対象の年金収入額と合
計所得金額の合計額が８０万円以
下の方

第２段階

３１,０００円
基準額×０.７

本人が住民税非課税者であり、
かつ世帯全員が住民税非課税者
で、第２段階に該当するもの以
外の方

第３段階

４４,４００円
基準額

本人が住民税非課税者でも、世
帯内に住民税課税者がいる場合
等

第４段階

５５,５００円
基準額×１.２５

本人が住民税課税者で、前年の
所得額が２００万円未満等

第５段階

６６,６００円
基準額×１.５

本人が住民税課税者で、前年の
所得額が２００万円以上１,０００万円
未満等

第６段階

８８,８００円
基準額×２.０

本人が住民税課税者で、前年の
所得額が１,０００万円以上の場合

第７段階

※第４段階および第５段階の方で、税制改正に伴い段階
が変更した方の緩和策として、平成１８年度、平成１９年度
の介護保険料については、２年間に限り段階的に軽減措
置を講じます

最低
売却価格

面積
（㎡）

所　　在　　地
（流山市）

物件
番号

２８,２５４千円１８９.８３南流山７丁目２１番１４１

２７,４９６千円１９２.５５南流山８丁目２２番２１２

２０,４５２千円１５４.９４東初石３丁目１２９番２０３

３２,３６４千円３０９.７１西初石４丁目４６５番２４

受　験　資　格採用予定日
／採用予定人員職　種

昭和５１年４月２日から昭和６０年４月１日
までに生まれた方で、学歴を問わない

平成１９年４月１日
／いずれも若干名

一般行政（上級）
土木（上級）

昭和５３年４月２日から昭和６２年４月１日
までに生まれた方で、保育士の資格を有
する方および平成１９年３月３１日までに資
格取得見込みの方

保育士

昭和５３年４月２日から平成元年４月１日
までに生まれた方で、学歴を問わない

消防士
（初級、救急救命

士を含む）
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平成１８年７月１日（土曜日）　　　（　）４
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窓
か
ら
目
薬
を
指
す
よ
り

難
し
い
と
言
わ
れ
た
。
こ

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（１６）�

「
流
山
工
業
団
地
」�

誕
生
秘
話
（
後
編
）�

　

地
域
新
聞
『
な
が
れ
や

ま
朝
日
』
は
、
平
成
３
年

�
　

６
月　

日
、
生
涯
学
習

１１

セ
ン
タ
ー
で
流
山
ま
な
び

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が

行
わ
れ
、
雨
の
中
、
多
く

の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

会
場
で
は
、
フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
花
音
の
演

奏
、
ト
ワ
ー
ル
南
流
山
の

バ
ト
ン
演
技
、
流
山
市
合

唱
連
盟
の
コ
ー
ラ
ス
、
人

形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
の
舞
台
な

ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
体
育
館
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

掘
り
出
し
物
を
探
す
人
々

で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
市
民

活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
同
実
行
委
員

会（
樫
村
あ
い
子
委
員
長
）

が
主
催
し
ま
し
た
。
電
車

ア
ー
ト
の
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
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雨
の
中
で
に
ぎ
や
か

雨
の
中
で
に
ぎ
や
か

に
フ
ェ
ス
タ

に
フ
ェ
ス
タ

水
道
局
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

水
道
局
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

３
日
か
ら
ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

３
日
か
ら
ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

だ
け
で
つ
く
っ
た
鉄
道
模

型
の
大
き
な
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
子
ど
も
た
ち
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

�
　

夏
、
各
商
店
街
な
ど
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
中
元
売
り
出
し

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
流
山
市
商
店
会
連
合

会
に
加
盟
し
て
い
る
商
店

会
の
売
り
出
し
を
紹
介
し

ま
す
。

　

□問
 

商
工
会
�
７
１
５
８

―
６
１
１
１

������
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������
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商
店
会
で
中
元

商
店
会
で
中
元 

売
出
し

売
出
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ど
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

す
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

�
　

６
月　

日
、
小
山
小
学

１３

校
の
６
年
生　

人
が
、
マ

４４

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
キ
ン
ギ

ョ
ソ
ウ
を
、
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
周
辺
に
植
え
る

作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

こ
の
日
植
え
た
約
１
８

０
０
鉢
の
花
は
、
駒
木
台

の
岡
田
浩
子
さ
ん
が
、
昨

春
、
市
役
所
を
退
職
し
た

こ
と
か
ら
、
長
年
お
世
話

に
な
っ
た
地
元
に
何
か
恩

������
������
������
������
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������
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小
山
小
児
童
が
駅
前
に

小
山
小
児
童
が
駅
前
に

花
を
植
え
る

花
を
植
え
る

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
移
転
に
伴
い
、
代

表
番
号
で
の
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
よ
る
担
当
窓
口
案

内
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
局
お
客
様
セ

ン
タ
ー
は
土
曜
日
も
業
務

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

□問
 

水
道
局
�
７
１
５
９

―
５
３
１
１

整
備
を
進
め
て
い
た
も
の

で
す
。
庁
舎
・
管
理
棟
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
上
４
階
地
下
１
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
４
４
７

０
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
。

４４

６
月
に
総
武
流
山
電
鉄
の

車
両
内
に
展
示
し
た
水
道

に
関
わ
る
小
・
中
学
生
の

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
が
、

　

お
お
た
か
の
森
浄
水
場

と
水
道
局
新
庁
舎
が
西
初

石
に
完
成
し
、６
月　

日
、

２７

井
崎
市
長
や
中
村
市
議
会

議
長
、
秋
間
副
議
長
ら
関

係
者
が
出
席
し
て
開
所
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度

１５

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

１７

３
カ
年
継
続
事
業
と
し
て

おおたかの森浄水場も

新
庁
舎
１
階
で
、
７
月
３

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、

１５

展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

青
少
年
主
張
大
会
に
出
場
を

　

青
少
年
が
日
常
生
活
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を

広
く
社
会
に
訴
え
る
「
青

少
年
主
張
大
会
」
の
発
表

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１５

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
＝
中
学
生
〜　

歳
ま
で

２４

の
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
▽
発
表
内
容
＝
家
庭
、

学
校
生
活
、
社
会
（
地
域

活
動
等
）、身
の
回
り
や
友

だ
ち
と
の
関
わ
り
に
対
す

る
意
見
や
感
想
、
提
言
な

ど
（
１
人
５
分
程
度
）
▽

申
し
込
み
＝
参
加
申
込
書

に
発
表
原
稿
（
Ａ
４
横
長

縦
書
き
１
６
０
０
字
程

度
）
を
ワ
ー
ド
で
入
力
し

た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

を
添
え
て
９
月
５
日
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ
（
中
学

校
・
高
校
在
学
生
は
学
校

長
を
通
じ
て
申
し
込
み
を
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
強
調
月

間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て

の
人
々
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。
こ
と
し
も
「
ふ
れ
あ

い
と
対
話
が
築
く
明
る
い

社
会
」
を
統
一
標
語
に
、

各
地
で
啓
発
事
業
な
ど
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
市
内
で

も
７
月
７
日
�
に
市
保
護

司
会
や
更
生
保
護
女
性

会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
ビ
ッ
グ
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
＆
シ
ス
タ
ー
ズ

・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）
の
皆

さ
ん
が
商
店
街
や
駅
前
な
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社
会
を
明
る
く
す
る

社
会
を
明
る
く
す
る 

運
動
で
街
頭
啓
発

運
動
で
街
頭
啓
発

返
し
で
き
れ
ば
と
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
花
を
植
え
た
の
は
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
東

口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
か

ら
北
自
転
車
駐
車
場
に
向

か
う
歩
行
者
専
用
通
路
で

す
。

　

ま
た
、小
山
小
学
校
は
、

「
音
読
の
響
く
学
校
」
を

目
指
し
て
、
国
語
の
授
業

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
授
業
の
工
夫
が

認
め
ら
れ
今
年
度
、時
事
通

信
社
か
ら
第　

回
教
育
奨

２２

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
域
で
非
行
を
防
ご
う

声
か
け
あ
っ
て
、
見
守
っ
て

　

７
月
は
、「
青
少
年
の
非

行
問
題
に
取
り
組
む
全
国

強
調
月
間
」
で
す
。

　

青
少
年
を
め
ぐ
っ
て 

は
、
昨
年
来
、
子
ど
も
が

犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
痛

ま
し
い
事
件
が
相
次
ぎ
、

ま
た
、
一
方
で
、
少
年
に

よ
る
社
会
を
震
撼
さ
せ
る

重
大
事
件
も
多
発
す
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
憂
慮
さ

れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
と
い
う
人

口
構
造
の
急
激
な
変
化
の

下
、
次
代
を
担
う
青
少
年

を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
す
。市
内
で
は
、

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
が

中
心
に
な
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
保
護
司
、
民
生
児
童
委

員
、
青
少
年
相
談
員
・
補

導
員
、
警
察
や
学
校
な
ど

あ
ら
ゆ
る
団
体
や
機
関
が

連
携
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
地
域
で
育
む
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
子
、
声
か
け
あ

っ
て
、見
守
っ
て
」。
子
ど

も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

青
少
年
指
導
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
９
―
５
４
０

０

市
選
管
が
受
賞
の
栄

高
い
投
票
率
を
県
選
管
が
評
価

　

６
月
９
日
、
千
葉
県
自

治
会
館
で
行
わ
れ
た
千
葉

県
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
総
会
の
席
上
、
本
市

の
選
挙
管
理
委
員
会
（
山

極
孝
子
委
員
長
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
９

１７

月　

日
に
執
行
さ
れ
た
第

１１

　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

４４に
お
い
て
、
そ
の
投
票
率

が　

・　

％
と
全
国
平
均

６７

６１

を
上
回
っ
た
こ
と
と
前
回

選
挙
時
の
投
票
率
を
８
・

４
％
上
回
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

山
極
委
員
長
は
、「
有
権

者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ

と
そ
の
行
動
力
の
賜
物
で

あ
り
、
大
変
名
誉
な
賞
を

い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
投
票

に
積
極
的
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
語
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

安全な水の安定供給を目指して

賞　　品抽選場所売出期間商店会名

イベント等抽選時間抽　選　日問い合わせ先

金券　他江戸川台東口商店街入口７／１�～７／９�江戸川台駅前商店街振興組合

１０：３０～１９：００７／８・９の２日間事務局�７１５４－３２１１

デジタルカメラ、ファミリーセット、植木　等ジョー鈴木の美容室横７／７�～７／１６�日栄会

１１：００～１７：００７／１５・１６の２日間会長　鈴木�７１５２－６９１５

金券１万円、１千円、５００円　他商店会駐車場７／６�～７／８�松ケ丘商店会

七夕祭り（１２：００～　中学生バンド・
よさこい・太鼓、１６：００～　模擬店）１６：００～１８：００７／８会長　渡辺�７１４５－０２１５

（　）　　 第１１１７号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

先
人
た
ち
が
語
り
伝
え

て
き
た
民
話
に
は
、
善
、

悪
、
希
望
、
絶
望
、
い
じ

わ
る
、
や
さ
し
さ
な
ど
、

人
間
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
気
持
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。「
子

ど
も
た
ち
は
民
話

の
世
界
で
い
ろ
い

ろ
擬
似
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
育
っ
た
子

は
、
大
き
く
な
っ

て
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
て
も
、
ち
ゃ
ん

と
自
分
で
判
断
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」
と
語
る
渡
辺
美
代

子
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

悲
惨
な
事
件
も
減
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
か

ら
語
り
続
け
て
い
る
。
テ

レ
ビ
で
、
語
り
の
第
一
人

者
、　

故
・
沼
田
曜
一
さ
ん

の
番
組
を
見
て
感
動
。 

「
高
齢
な
の
で
、
も
う
弟

子
は
と
ら
な
い
」
と
言
う

沼
田
さ
ん
に
何
度
も
お
願

い
し
て
門
下
生
に
。
語
り

塾
の
あ
る
東
中
野
ま
で
３

年
間
通
う
。
亡
く
な

ら
れ
た
連
れ
合
い
の

転
勤
で
そ
れ
ま
で
の

勤
務
を
辞
め
、
保
育

士
に
な
っ
た
も
の
の

育
児
で
仕
事
を
一
旦

中
断
。
語
り
塾
も
両

親
の
介
護
で
中
断
。

数
々
の
困
難
を
越
え

い
ま
は
、
保
育
士
と

語
り
部
を
両
立
。
白

川
郷
の
合
掌
造
り
の

家
で
雪
女
を
語
っ
た

こ
と
も
。
故
郷
栃
木
で
祖

母
の
膝
の
ぬ
く
も
り
と
共

に
楽
し
ん
だ
民
話
が
渡
辺

さ
ん
の
原
風
景
。
８
月
１

日
に
は
、
文
化
会
館
の
和

室
で
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」

を
語
る
。
沼
田
さ
ん
が
大

事
に
し
て
い
た
作
品
で
語

ら
せ
て
も
ら
え
る
ま
で
に

３
カ
月
か
か
っ
た
作
品
だ
。

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
流
山
で
夏
休
み
に
ぜ
ひ

に
と
、
流
山
お
や
こ
劇
場

に
招
か
れ
た
。
戦
争
の
怖

さ
や
愚
か
さ
を
伝
え
よ
う

と
長
年
、
読
み
継
が
れ
て

き
た
山
口
勇
子
さ
ん
の

「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
を
も

と
に
し
た
現
代
の
民
話
。

民
話
の
舞
台
と
な
っ
た
広

島
平
和
記
念
公
園
や
お
こ

り
じ
ぞ
う
が
安
置
さ
れ
て

い
る
松
山
の
龍
仙
院
な
ど

も
仕
事
の
合
間
に
訪
ね
た
。

広
報
を
見
て
流
山
の
民
話

を
英
語
で
語
る
講
座
に
も

参
加
。
い
ま
、
耳
の
不
自

由
な
方
々
に
も
語
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
手

話
講
習
会
に
も
参
加
す
る

な
ど
夢
は
広
が
る
。

平和を願って「おこりじぞう」を語る渡辺美代子さん

れ
を
可
能
に
し
た
の
は
秋

元
市
長
と
当
時
の
沼
田
知

事
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

　

昭
和　

年
、
斉
藤
勝
夫

５６

は
、
柏
の
工
業
団
地
を
手

掛
け
る
傍
ら
東
葛
飾
支
庁

長
と
し
て
流
山
中
小
企
業

工
業
団
地
研
究
協
議
会
の

指
導
に
来
て
い
た
が
、
昭

和　

年
７
月
１
日
、
流
山

５８
市
助
役
と
し
て
赴
任
し
て

来
る
。
秋
元
市
長
と
沼
田

知
事
の
あ
う
ん
の
腹
芸
で

決
ま
っ
た
人
事
で
あ
る
。

斉
藤
助
役
は
、
流
山
の
商

工
人
に
工
業
団
地
の
ノ
ウ

ハ
ウ
、
集
団
化
と
は
何
か

を
徹
底
的
に
伝
授
し
た
。

　

当
初
、
会
員
は　

社
１

５１

組
合
（
流
山
市
自
動
車
協

同
組
合
）
あ
っ
た
が
、
昭

和　

年
６
月　

日
、
工
業

６０

１９

団
地
協
同
組
合
を
設
立
し

た
時
の
会
員
は　

社
と
な

２５

っ
た
。

　

座
談
会
「
い
ま
だ
か
ら

話
せ
る
流
山
工
業
団
地
」

で
、
菅
原
専
務
理
事
は
語

っ
た
。「
上
坂
事
務
局
長
、

岩
佐
理
事
長
が
い
な
か
っ

た
ら
。
商
工
会
に
工
業
部

会
が
な
か
っ
た
ら
。
秋
元

さ
ん
が
市
長
に
な
ら
ず
県

議
の
ま
ま
で
い
た
ら
。
出

来
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

か
な
り
ず
れ
込
ん
だ
と
思

う
。
斉
藤
助
役
が
流
山
に

来
ら
れ
た
の
も
、ま
さ
か
、

誰
一
人
来
る
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン

が
入
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に

知
識
を
つ
け
指
導
し
て
く

れ
た
」。

　

工
業
団
地
誕
生
の
秘
話

で
あ
る
。
　

文
／
山
本
文
男

　

座
談
会
に
出
席
し
た
方

々
＝
左
か
ら
、
秋
元
前
市

長
、
斉
藤
前
助
役
、
上
坂

事
務
局
長
、
岩
佐
理
事

長
、
浅
見
商
工
会
副
会

長
、
丹
森
工
業
部
会
長

（
平
成
３
年
８
月　

日
、

２９

流
山
工
業
団
地
事
務
局

で
）

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

語り部として各地で活躍

民話の楽しさ伝える

　

月
７
日
号
で
、
座
談
会

１２「
い
ま
だ
か
ら
話
せ
る
流

山
工
業
団
地
秘
話
」
を
特

集
し
た
。

　

出
席
者
は
、
流
山
工
業

団
地
の
誕
生
に
深
く
関
わ

っ
た
次
の
７
名
。
秋
元
大

吉
郎
（
前
市
長
）、
斉
藤
勝

夫
（
前
助
役
）、
浅
見
道
男

（
前
商
工
会
副
会
長
・
浅

見
材
木
店
社
長
）、丹
森
享

市
（
前
商
工
会
工
業
部
会

長
・
日
邦
紙
工
会
長
）、
岩

佐
光
章
（
流
山
工
業
団
地

協
同
組
合
理
事
長
・
栄
光

産
業
社
長
）、
菅
原
剛
史

（
流
山
工
業
団
地
協
同
組

合
専
務
理
事
・
ト
キ
ワ
電

子
産
業
社
長
）、
上
坂
操

（
流
山
工
業
団
地
協
同
組

合
事
務
局
長
）。（　

）
内

の
役
職
等
は
当
時
。

　

座
談
会
で
、
上
坂
事
務

局
長
は
「
モ
ー
ゼ
の
十
戒

じ
ゃ
な
い
が
、
大
海
原
が

開
い
て
道
が
出
来
た
」
と

回
顧
し
た
。

　

運
河
畔
の
第
一
種
優
良

農
地
を
、
工
業
団
地
に
転

換
す
る
こ
と
は
、
二
階
の

市民伝言板�
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　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�
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　家族教室（西深井地域生活支援センターすみれ主催）＝７月１
日・１５日・２９日、８月５日いずれも土曜１０時～１２時、市民活動推
進センター（生涯学習センター内）。精神障害を持つ方の家族対
象、講義や交流会など□問 同センターすみれ�７１５４－６２０２
　フラワーアレンジメント（ＮＰＯ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝７
月６日�１０時～１１時３０分、駒木台福祉会館。材料費３,０００円□問 佐久
間�７１５５－６６４４
　第１２回演奏会（美しが丘女声合唱団主催）＝７月９日�１３時３０
分開場、生涯学習センター。入場料無料□問 河合�７１５０－
０３４８
　陶芸作品展（流山陶友会主催）＝７月１５日�～１６日�１０時～１７
時（ただし１６日は１６時まで）、森の図書館。入場料無料□問 新井�
７１５３－２４７９
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧八木村コース）＝７月１５日�
９時～１２時３０分、ＪＲ南流山駅スタート・ゴール。参加費無料□問 
中村�７１５４－１３６２
　体験コーラス（コール・ブランカ主催）＝７月１５日・２２日いず
れも土曜１０時～１２時、森の図書館。参加費無料□問 斉藤�７１５４
－９１６１
　房総の異色博物館めぐり・市川編（流山市立博物館友の会主催）
＝７月１６日�９時～、ＪＲ柏駅東口（時計塔）集合。参加費３００
円（弁当持参、入館料・交通費別途）※小雨決行□問 山本�７１５３
－３９５８
　第２７回流山市展（流山市美術家協会主催）＝７月１７日�～２９日
�９時～２１時（２９日は１５時まで、１８日・２４日は休館）、さわやか
ちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 多々良�７１５３－３４４１
　第１８回反核平和の火リレー（千葉県反核平和の火リレー流山地
区実行委員会主催）＝７月１９日�１０時５５分～１３時３０分、南流山駅
～市役所～運河水辺公園。参加費無料□問 梶間�７１５９－
４７３３
　舞台劇「風の子バザール」（流山おやこ劇場主催）＝７月２１日
�１８時（開場）～１９時３０分、南流山センター。劇団風の子が民話を
上演。入場料４歳以上１,２００円、親子券２,０００円□問 流山おやこ劇場�
７１５２－０４４６（月・水・金曜　１０時～１５時）
　葉祥明講演会「絵本を通して心の平和を」（流山ドラマティッ
カーズ主催、市教委後援）＝７月２３日�１３時３０分（開場）～１６時３０
分、南流山センター。要申込。入場料８００円□問 同事務局�０９０
－６０４３－３８２１
　ミュージカル「魔女バンバ」（流山子どもミュージカル主催、
市教委後援）＝７月２８日�昼の部１３時～、夜の部１７時～、文化会
館。入場料１,０００円□問 ト部�７１５３－８６６９

　初心者向け洋服手作りサークル＝第１・３金曜９時～１２時、東
深井福祉会館□問 内田�７１５５－１１２３
　初級韓国語の会＝第１・３金曜１２時～１４時、東深井福祉会館□問 
宮原�７１７８－３３６２
　流山市華道振興会＝市内４ブロックで活動。日時・会場等は各
ブロックで異なるため問い合わせを。華道の指導免許を持つ方対
象□問 本多�７１５２－０８２５

お
と
な
り
さ
ん
〈２５〉

イ ベ ン ト

サ ー ク ル
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窓
か
ら
目
薬
を
指
す
よ
り

難
し
い
と
言
わ
れ
た
。
こ

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（１６）�

「
流
山
工
業
団
地
」�

誕
生
秘
話
（
後
編
）�

　

地
域
新
聞
『
な
が
れ
や

ま
朝
日
』
は
、
平
成
３
年

�
　

６
月　

日
、
生
涯
学
習

１１

セ
ン
タ
ー
で
流
山
ま
な
び

・
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ
が

行
わ
れ
、
雨
の
中
、
多
く

の
家
族
連
れ
ら
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

会
場
で
は
、
フ
ル
ー
ト

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
花
音
の
演

奏
、
ト
ワ
ー
ル
南
流
山
の

バ
ト
ン
演
技
、
流
山
市
合

唱
連
盟
の
コ
ー
ラ
ス
、
人

形
劇
ピ
ッ
コ
ロ
の
舞
台
な

ど
が
次
々
に
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
体
育
館
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は

掘
り
出
し
物
を
探
す
人
々

で
終
日
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

今
春
オ
ー
プ
ン
し
た
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
市
民

活
動
の
Ｐ
Ｒ
を
と
行
わ
れ

た
も
の
で
、
同
実
行
委
員

会（
樫
村
あ
い
子
委
員
長
）

が
主
催
し
ま
し
た
。
電
車

ア
ー
ト
の
作
品
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

雨
の
中
で
に
ぎ
や
か

雨
の
中
で
に
ぎ
や
か

に
フ
ェ
ス
タ

に
フ
ェ
ス
タ

水
道
局
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

水
道
局
新
庁
舎
オ
ー
プ
ン

３
日
か
ら
ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

３
日
か
ら
ポ
ス
タ
ー
展
も
開
催

だ
け
で
つ
く
っ
た
鉄
道
模

型
の
大
き
な
作
品
な
ど
が

展
示
さ
れ
子
ど
も
た
ち
の

関
心
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

�
　

夏
、
各
商
店
街
な
ど
で

は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
中
元
売
り
出
し

等
が
行
わ
れ
ま
す
。
今
回

は
、
流
山
市
商
店
会
連
合

会
に
加
盟
し
て
い
る
商
店

会
の
売
り
出
し
を
紹
介
し

ま
す
。

　

□問
 

商
工
会
�
７
１
５
８

―
６
１
１
１

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

商
店
会
で
中
元

商
店
会
で
中
元 

売
出
し

売
出
し

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ど
で
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

す
。

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

�
　

６
月　

日
、
小
山
小
学

１３

校
の
６
年
生　

人
が
、
マ

４４

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
キ
ン
ギ

ョ
ソ
ウ
を
、
流
山
お
お
た

か
の
森
駅
周
辺
に
植
え
る

作
業
に
汗
を
流
し
ま
し
た

＝
写
真
。

　

こ
の
日
植
え
た
約
１
８

０
０
鉢
の
花
は
、
駒
木
台

の
岡
田
浩
子
さ
ん
が
、
昨

春
、
市
役
所
を
退
職
し
た

こ
と
か
ら
、
長
年
お
世
話

に
な
っ
た
地
元
に
何
か
恩

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

小
山
小
児
童
が
駅
前
に

小
山
小
児
童
が
駅
前
に

花
を
植
え
る

花
を
植
え
る

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
移
転
に
伴
い
、
代

表
番
号
で
の
音
声
ガ
イ
ダ

ン
ス
に
よ
る
担
当
窓
口
案

内
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
局
お
客
様
セ

ン
タ
ー
は
土
曜
日
も
業
務

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

□問
 

水
道
局
�
７
１
５
９

―
５
３
１
１

整
備
を
進
め
て
い
た
も
の

で
す
。
庁
舎
・
管
理
棟
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

地
上
４
階
地
下
１
階
建

て
、
延
べ
床
面
積
４
４
７

０
・　

平
方
メ
ー
ト
ル
。

４４

６
月
に
総
武
流
山
電
鉄
の

車
両
内
に
展
示
し
た
水
道

に
関
わ
る
小
・
中
学
生
の

ポ
ス
タ
ー
入
選
作
品
が
、

　

お
お
た
か
の
森
浄
水
場

と
水
道
局
新
庁
舎
が
西
初

石
に
完
成
し
、６
月　

日
、

２７

井
崎
市
長
や
中
村
市
議
会

議
長
、
秋
間
副
議
長
ら
関

係
者
が
出
席
し
て
開
所
式

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
度

１５

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の

１７

３
カ
年
継
続
事
業
と
し
て

おおたかの森浄水場も

新
庁
舎
１
階
で
、
７
月
３

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
、

１５

展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、

青
少
年
主
張
大
会
に
出
場
を

　

青
少
年
が
日
常
生
活
の

中
で
考
え
て
い
る
こ
と
を

広
く
社
会
に
訴
え
る
「
青

少
年
主
張
大
会
」
の
発
表

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１５

▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
＝
中
学
生
〜　

歳
ま
で

２４

の
市
内
在
住
・
在
学
・
在

勤
者
▽
発
表
内
容
＝
家
庭
、

学
校
生
活
、
社
会
（
地
域

活
動
等
）、身
の
回
り
や
友

だ
ち
と
の
関
わ
り
に
対
す

る
意
見
や
感
想
、
提
言
な

ど
（
１
人
５
分
程
度
）
▽

申
し
込
み
＝
参
加
申
込
書

に
発
表
原
稿
（
Ａ
４
横
長

縦
書
き
１
６
０
０
字
程

度
）
を
ワ
ー
ド
で
入
力
し

た
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク

を
添
え
て
９
月
５
日
ま
で

に
生
涯
学
習
課
へ
（
中
学

校
・
高
校
在
学
生
は
学
校

長
を
通
じ
て
申
し
込
み
を
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
の
強
調
月

間
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て

の
人
々
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。
こ
と
し
も
「
ふ
れ
あ

い
と
対
話
が
築
く
明
る
い

社
会
」
を
統
一
標
語
に
、

各
地
で
啓
発
事
業
な
ど
が

展
開
さ
れ
ま
す
。
市
内
で

も
７
月
７
日
�
に
市
保
護

司
会
や
更
生
保
護
女
性

会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
（
ビ
ッ
グ
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
＆
シ
ス
タ
ー
ズ

・
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
）
の
皆

さ
ん
が
商
店
街
や
駅
前
な

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

社
会
を
明
る
く
す
る

社
会
を
明
る
く
す
る 

運
動
で
街
頭
啓
発

運
動
で
街
頭
啓
発

返
し
で
き
れ
ば
と
寄
贈
さ

れ
た
も
の
で
す
。
子
ど
も

た
ち
が
花
を
植
え
た
の
は
、

流
山
お
お
た
か
の
森
駅
東

口
の
ロ
ー
タ
リ
ー
周
辺
か

ら
北
自
転
車
駐
車
場
に
向

か
う
歩
行
者
専
用
通
路
で

す
。

　

ま
た
、小
山
小
学
校
は
、

「
音
読
の
響
く
学
校
」
を

目
指
し
て
、
国
語
の
授
業

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
授
業
の
工
夫
が

認
め
ら
れ
今
年
度
、時
事
通

信
社
か
ら
第　

回
教
育
奨

２２

励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

地
域
で
非
行
を
防
ご
う

声
か
け
あ
っ
て
、
見
守
っ
て

　

７
月
は
、「
青
少
年
の
非

行
問
題
に
取
り
組
む
全
国

強
調
月
間
」
で
す
。

　

青
少
年
を
め
ぐ
っ
て 

は
、
昨
年
来
、
子
ど
も
が

犯
罪
の
被
害
者
と
な
る
痛

ま
し
い
事
件
が
相
次
ぎ
、

ま
た
、
一
方
で
、
少
年
に

よ
る
社
会
を
震
撼
さ
せ
る

重
大
事
件
も
多
発
す
る
な

ど
、
依
然
と
し
て
憂
慮
さ

れ
る
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

少
子
高
齢
化
と
い
う
人

口
構
造
の
急
激
な
変
化
の

下
、
次
代
を
担
う
青
少
年

を
健
全
に
育
成
す
る
こ
と

は
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
す
。市
内
で
は
、

青
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
が

中
心
に
な
っ
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

や
保
護
司
、
民
生
児
童
委

員
、
青
少
年
相
談
員
・
補

導
員
、
警
察
や
学
校
な
ど

あ
ら
ゆ
る
団
体
や
機
関
が

連
携
し
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
地
域
で
育
む
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
子
、
声
か
け
あ

っ
て
、見
守
っ
て
」。
子
ど

も
た
ち
を
非
行
や
犯
罪
か

ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

□問
 

青
少
年
指
導
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
９
―
５
４
０

０

市
選
管
が
受
賞
の
栄

高
い
投
票
率
を
県
選
管
が
評
価

　

６
月
９
日
、
千
葉
県
自

治
会
館
で
行
わ
れ
た
千
葉

県
市
区
町
村
選
挙
管
理
委

員
会
総
会
の
席
上
、
本
市

の
選
挙
管
理
委
員
会
（
山

極
孝
子
委
員
長
）
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
れ
は
、
平
成　

年
９

１７

月　

日
に
執
行
さ
れ
た
第

１１

　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

４４に
お
い
て
、
そ
の
投
票
率

が　

・　

％
と
全
国
平
均

６７

６１

を
上
回
っ
た
こ
と
と
前
回

選
挙
時
の
投
票
率
を
８
・

４
％
上
回
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

山
極
委
員
長
は
、「
有
権

者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

の
選
挙
へ
の
関
心
の
高
さ

と
そ
の
行
動
力
の
賜
物
で

あ
り
、
大
変
名
誉
な
賞
を

い
た
だ
け
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
有
権
者
の
皆
さ
ん

に
は
、
こ
れ
か
ら
も
投
票

に
積
極
的
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し

ま
す
」
と
語
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

安全な水の安定供給を目指して

賞　　品抽選場所売出期間商店会名

イベント等抽選時間抽　選　日問い合わせ先

金券　他江戸川台東口商店街入口７／１�～７／９�江戸川台駅前商店街振興組合

１０：３０～１９：００７／８・９の２日間事務局�７１５４－３２１１

デジタルカメラ、ファミリーセット、植木　等ジョー鈴木の美容室横７／７�～７／１６�日栄会

１１：００～１７：００７／１５・１６の２日間会長　鈴木�７１５２－６９１５

金券１万円、１千円、５００円　他商店会駐車場７／６�～７／８�松ケ丘商店会

七夕祭り（１２：００～　中学生バンド・
よさこい・太鼓、１６：００～　模擬店）１６：００～１８：００７／８会長　渡辺�７１４５－０２１５

（　）　　 第１１１７号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

先
人
た
ち
が
語
り
伝
え

て
き
た
民
話
に
は
、
善
、

悪
、
希
望
、
絶
望
、
い
じ

わ
る
、
や
さ
し
さ
な
ど
、

人
間
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ

ま
な
気
持
ち
が
描

か
れ
て
い
る
。「
子

ど
も
た
ち
は
民
話

の
世
界
で
い
ろ
い

ろ
擬
似
体
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
話
を

聞
い
て
育
っ
た
子

は
、
大
き
く
な
っ

て
困
難
に
ぶ
つ
か

っ
て
も
、
ち
ゃ
ん

と
自
分
で
判
断
で

き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
」
と
語
る
渡
辺
美
代

子
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の

悲
惨
な
事
件
も
減
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
思
い
か

ら
語
り
続
け
て
い
る
。
テ

レ
ビ
で
、
語
り
の
第
一
人

者
、　

故
・
沼
田
曜
一
さ
ん

の
番
組
を
見
て
感
動
。 

「
高
齢
な
の
で
、
も
う
弟

子
は
と
ら
な
い
」
と
言
う

沼
田
さ
ん
に
何
度
も
お
願

い
し
て
門
下
生
に
。
語
り

塾
の
あ
る
東
中
野
ま
で
３

年
間
通
う
。
亡
く
な

ら
れ
た
連
れ
合
い
の

転
勤
で
そ
れ
ま
で
の

勤
務
を
辞
め
、
保
育

士
に
な
っ
た
も
の
の

育
児
で
仕
事
を
一
旦

中
断
。
語
り
塾
も
両

親
の
介
護
で
中
断
。

数
々
の
困
難
を
越
え

い
ま
は
、
保
育
士
と

語
り
部
を
両
立
。
白

川
郷
の
合
掌
造
り
の

家
で
雪
女
を
語
っ
た

こ
と
も
。
故
郷
栃
木
で
祖

母
の
膝
の
ぬ
く
も
り
と
共

に
楽
し
ん
だ
民
話
が
渡
辺

さ
ん
の
原
風
景
。
８
月
１

日
に
は
、
文
化
会
館
の
和

室
で
「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」

を
語
る
。
沼
田
さ
ん
が
大

事
に
し
て
い
た
作
品
で
語

ら
せ
て
も
ら
え
る
ま
で
に

３
カ
月
か
か
っ
た
作
品
だ
。

平
和
都
市
宣
言
を
し
て
い

る
流
山
で
夏
休
み
に
ぜ
ひ

に
と
、
流
山
お
や
こ
劇
場

に
招
か
れ
た
。
戦
争
の
怖

さ
や
愚
か
さ
を
伝
え
よ
う

と
長
年
、
読
み
継
が
れ
て

き
た
山
口
勇
子
さ
ん
の

「
お
こ
り
じ
ぞ
う
」
を
も

と
に
し
た
現
代
の
民
話
。

民
話
の
舞
台
と
な
っ
た
広

島
平
和
記
念
公
園
や
お
こ

り
じ
ぞ
う
が
安
置
さ
れ
て

い
る
松
山
の
龍
仙
院
な
ど

も
仕
事
の
合
間
に
訪
ね
た
。

広
報
を
見
て
流
山
の
民
話

を
英
語
で
語
る
講
座
に
も

参
加
。
い
ま
、
耳
の
不
自

由
な
方
々
に
も
語
り
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
と
手

話
講
習
会
に
も
参
加
す
る

な
ど
夢
は
広
が
る
。

平和を願って「おこりじぞう」を語る渡辺美代子さん

れ
を
可
能
に
し
た
の
は
秋

元
市
長
と
当
時
の
沼
田
知

事
の
信
頼
関
係
が
あ
っ
た

か
ら
だ
。

　

昭
和　

年
、
斉
藤
勝
夫

５６

は
、
柏
の
工
業
団
地
を
手

掛
け
る
傍
ら
東
葛
飾
支
庁

長
と
し
て
流
山
中
小
企
業

工
業
団
地
研
究
協
議
会
の

指
導
に
来
て
い
た
が
、
昭

和　

年
７
月
１
日
、
流
山

５８
市
助
役
と
し
て
赴
任
し
て

来
る
。
秋
元
市
長
と
沼
田

知
事
の
あ
う
ん
の
腹
芸
で

決
ま
っ
た
人
事
で
あ
る
。

斉
藤
助
役
は
、
流
山
の
商

工
人
に
工
業
団
地
の
ノ
ウ

ハ
ウ
、
集
団
化
と
は
何
か

を
徹
底
的
に
伝
授
し
た
。

　

当
初
、
会
員
は　

社
１

５１

組
合
（
流
山
市
自
動
車
協

同
組
合
）
あ
っ
た
が
、
昭

和　

年
６
月　

日
、
工
業

６０

１９

団
地
協
同
組
合
を
設
立
し

た
時
の
会
員
は　

社
と
な

２５

っ
た
。

　

座
談
会
「
い
ま
だ
か
ら

話
せ
る
流
山
工
業
団
地
」

で
、
菅
原
専
務
理
事
は
語

っ
た
。「
上
坂
事
務
局
長
、

岩
佐
理
事
長
が
い
な
か
っ

た
ら
。
商
工
会
に
工
業
部

会
が
な
か
っ
た
ら
。
秋
元

さ
ん
が
市
長
に
な
ら
ず
県

議
の
ま
ま
で
い
た
ら
。
出

来
た
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

か
な
り
ず
れ
込
ん
だ
と
思

う
。
斉
藤
助
役
が
流
山
に

来
ら
れ
た
の
も
、ま
さ
か
、

誰
一
人
来
る
と
は
考
え
て

い
な
か
っ
た
。
ベ
テ
ラ
ン

が
入
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に

知
識
を
つ
け
指
導
し
て
く

れ
た
」。

　

工
業
団
地
誕
生
の
秘
話

で
あ
る
。
　

文
／
山
本
文
男

　

座
談
会
に
出
席
し
た
方

々
＝
左
か
ら
、
秋
元
前
市

長
、
斉
藤
前
助
役
、
上
坂

事
務
局
長
、
岩
佐
理
事

長
、
浅
見
商
工
会
副
会

長
、
丹
森
工
業
部
会
長

（
平
成
３
年
８
月　

日
、

２９

流
山
工
業
団
地
事
務
局

で
）

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

語り部として各地で活躍

民話の楽しさ伝える

　

月
７
日
号
で
、
座
談
会

１２「
い
ま
だ
か
ら
話
せ
る
流

山
工
業
団
地
秘
話
」
を
特

集
し
た
。

　

出
席
者
は
、
流
山
工
業

団
地
の
誕
生
に
深
く
関
わ

っ
た
次
の
７
名
。
秋
元
大

吉
郎
（
前
市
長
）、
斉
藤
勝

夫
（
前
助
役
）、
浅
見
道
男

（
前
商
工
会
副
会
長
・
浅

見
材
木
店
社
長
）、丹
森
享

市
（
前
商
工
会
工
業
部
会

長
・
日
邦
紙
工
会
長
）、
岩

佐
光
章
（
流
山
工
業
団
地

協
同
組
合
理
事
長
・
栄
光

産
業
社
長
）、
菅
原
剛
史

（
流
山
工
業
団
地
協
同
組

合
専
務
理
事
・
ト
キ
ワ
電

子
産
業
社
長
）、
上
坂
操

（
流
山
工
業
団
地
協
同
組

合
事
務
局
長
）。（　

）
内

の
役
職
等
は
当
時
。

　

座
談
会
で
、
上
坂
事
務

局
長
は
「
モ
ー
ゼ
の
十
戒

じ
ゃ
な
い
が
、
大
海
原
が

開
い
て
道
が
出
来
た
」
と

回
顧
し
た
。

　

運
河
畔
の
第
一
種
優
良

農
地
を
、
工
業
団
地
に
転

換
す
る
こ
と
は
、
二
階
の

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　家族教室（西深井地域生活支援センターすみれ主催）＝７月１
日・１５日・２９日、８月５日いずれも土曜１０時～１２時、市民活動推
進センター（生涯学習センター内）。精神障害を持つ方の家族対
象、講義や交流会など□問 同センターすみれ�７１５４－６２０２
　フラワーアレンジメント（ＮＰＯ法人Ｃ＆Ｃクラブ主催）＝７
月６日�１０時～１１時３０分、駒木台福祉会館。材料費３,０００円□問 佐久
間�７１５５－６６４４
　第１２回演奏会（美しが丘女声合唱団主催）＝７月９日�１３時３０
分開場、生涯学習センター。入場料無料□問 河合�７１５０－
０３４８
　陶芸作品展（流山陶友会主催）＝７月１５日�～１６日�１０時～１７
時（ただし１６日は１６時まで）、森の図書館。入場料無料□問 新井�
７１５３－２４７９
　江戸川八十八ケ所札所を歩く（旧八木村コース）＝７月１５日�
９時～１２時３０分、ＪＲ南流山駅スタート・ゴール。参加費無料□問 
中村�７１５４－１３６２
　体験コーラス（コール・ブランカ主催）＝７月１５日・２２日いず
れも土曜１０時～１２時、森の図書館。参加費無料□問 斉藤�７１５４
－９１６１
　房総の異色博物館めぐり・市川編（流山市立博物館友の会主催）
＝７月１６日�９時～、ＪＲ柏駅東口（時計塔）集合。参加費３００
円（弁当持参、入館料・交通費別途）※小雨決行□問 山本�７１５３
－３９５８
　第２７回流山市展（流山市美術家協会主催）＝７月１７日�～２９日
�９時～２１時（２９日は１５時まで、１８日・２４日は休館）、さわやか
ちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 多々良�７１５３－３４４１
　第１８回反核平和の火リレー（千葉県反核平和の火リレー流山地
区実行委員会主催）＝７月１９日�１０時５５分～１３時３０分、南流山駅
～市役所～運河水辺公園。参加費無料□問 梶間�７１５９－
４７３３
　舞台劇「風の子バザール」（流山おやこ劇場主催）＝７月２１日
�１８時（開場）～１９時３０分、南流山センター。劇団風の子が民話を
上演。入場料４歳以上１,２００円、親子券２,０００円□問 流山おやこ劇場�
７１５２－０４４６（月・水・金曜　１０時～１５時）
　葉祥明講演会「絵本を通して心の平和を」（流山ドラマティッ
カーズ主催、市教委後援）＝７月２３日�１３時３０分（開場）～１６時３０
分、南流山センター。要申込。入場料８００円□問 同事務局�０９０
－６０４３－３８２１
　ミュージカル「魔女バンバ」（流山子どもミュージカル主催、
市教委後援）＝７月２８日�昼の部１３時～、夜の部１７時～、文化会
館。入場料１,０００円□問 ト部�７１５３－８６６９

　初心者向け洋服手作りサークル＝第１・３金曜９時～１２時、東
深井福祉会館□問 内田�７１５５－１１２３
　初級韓国語の会＝第１・３金曜１２時～１４時、東深井福祉会館□問 
宮原�７１７８－３３６２
　流山市華道振興会＝市内４ブロックで活動。日時・会場等は各
ブロックで異なるため問い合わせを。華道の指導免許を持つ方対
象□問 本多�７１５２－０８２５

お
と
な
り
さ
ん
〈２５〉

イ ベ ン ト

サ ー ク ル
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平成１８年７月１日（土曜日）　　　（　）６第１１１７号

相談あんない（７月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝
　

①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
３日・１０日・２４日・３１日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
５日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
１２日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
１８日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１９日（１３：００～１６：３０）
　
⑦行政書士相談（予約制※
予約は２日前までに）
５日（１０：００～１２：００）
２１日（１３：００～１６：００）
※５日は老人福祉センタ
ーで出張相談
　

⑧外国人相談（予約制※予
約は１週間前までに）
２６日（１３：００～１６：００）
　市民相談室
□問 同相談室�７１５８－１６１６
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２３日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
１０日・２４日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
４日・２８日（１８：００～２０：３０）
　江戸川台福祉会館
９日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１４４
－７６１５

　
年金相談（予約制）
１４日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月・水・木・金曜
　（９：００～１６：３０）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８

�

�

�

�

�����������������

�����������������

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
　

★
介
護
予
防
講
座
「
脳

の
老
化
を
遅
ら
せ
よ
う
！

〜
今
日
か
ら
は
じ
め
る
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
〜
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

１４

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１２

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
お
お
む
ね　

歳
以
上

６５

の
市
民
／　

人（
先
着
順
）

５０

▽
講
師
＝
前
田
敦
子
さ
ん

（
東
京
都
老
人
総
合
研
究

所
研
究
員
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
申
し
込
み
＝
３
日

�
か
ら
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
料
理
講
座

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

１１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
南

１０

１３

講
座
・
講
演

流
山
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／

定
員
＝
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
つ
方
／　

人
（
先
着

２０

順
）
▽
内
容
＝
調
理
実
習

「
ス
ー
プ
ス
パ
ゲ
テ
ィ
、

カ
ラ
フ
ル
野
菜
サ
ラ
ダ
な

ど
」、自
助
具
の
紹
介
▽
参

加
費
＝
７
０
０
円
（
材
料

代
）
▽
持
ち
物
＝
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
▽
申
し
込
み

＝
７
日
�
ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
５
―
３

６
３
８
／
�
７
１
５
３
―

３
４
３
７

　

★
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２１

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保

１０

１３

健
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定

員
＝
市
内
小
学
生
と
そ
の

保
護
者
／　

組（
先
着
順
）

１５

▽
参
加
費
＝
１
人
３
０
０

円
程
度
（
材
料
代
）
▽
持

ち
物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
筆
記
用
具
▽
申
し
込

み
＝
３
日
�
か
ら
電
話
で

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

★
博
物
館
子
ど
も
教
室

「
ア
ン
ギ
ン
（
古
代
の
編

み
物
）
づ
く
り
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２３

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
中

１３

３０

央
図
書
館
▽
対
象
／
定
員

＝
市
内
小
学
３
年
〜
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
／　

人
２０

（
先
着
順
）
▽
参
加
費
＝

無
料
▽
持
ち
物
＝
は
さ
み

▽
申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１

日
�
９
時
か
ら
電
話
で
博

物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９

―
３
４
３
４

　

★
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
� 

２６

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

２７

２８

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１８

３０

２０

３０

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
文
字
入
力

が
で
き
る
方
／　

人
（
多

１８

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
エ
ク

セ
ル
機
能
を
使
っ
て
表
作

成
か
ら
計
算
ま
で
▽
参
加

費
＝
１
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、
７
月
８
日

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
７
６
流
山
市
加

１
―　

―
２
文
化
会
館
へ

１６

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
夏
休
み
「
絵
画
・
ポ

ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
教 

室
」

　

▽
期
日
＝
８
月
１
日
�

〜
５
日
�
、
８
月
８
日
�

〜　

日
�
（
午
前
・
午
後

１２
の
計　

回
実
施
）
※
１
人

２０

３
〜
４
回
参
加
が
適
切
▽

時
間
＝
午
前
…
９
時　

分
３０

〜　

時　

分
、
午
後
…　

１１

３０

１３

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

３０

１５

３０

所
＝
文
化
会
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
小
学
４
年
〜

中
学
生
／
各
回　

人
（
先

２０

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
持
ち
物
＝
材
料
、用
具
、

参
考
資
料
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
き
ょ
う
１
日
�
９
時

か
ら
電
話
で
文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝
８
月
７
日
�

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

１５

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円 

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

バ
ス
タ
オ
ル
や
シ
ー
ツ
等

の
古
布
、
は
さ
み
、
昼
食

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
返
信
用

に
宛
名
を
明
記
の
上
、
７

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１５
〒
２
７
０
―
０
１
７
４
流

山
市
下
花
輪
１
９
１
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

パ
パ
・
マ
マ
の
た
め
の

赤
十
字
救
急
法
ス
ク
ー
ル

　

▽
日
時
＝
８
月
６
日
�

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
向
小
金
福
祉
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
現
在
出
産
準

備
ま
た
は
育
児
中
の
市
民

※
夫
婦
で
の
参
加
も
歓
迎

（
託
児
あ
り
）／　

人（
多

３０

数
抽
選
）
▽
内
容
＝
急
病

や
誤
飲
事
故
等
の
対
処 

法
、
乳
幼
児
心
肺
蘇
生
法

応
急
処
置
の
実
技
な
ど
▽

参
加
費
＝
１
人
１
０
０
円

（
保
険
代
）
▽
申
し
込
み

＝
ハ
ガ
キ
に
ス
ク
ー
ル
名
、

住
所
、
参
加
者
氏
名
、
電

話
番
号
、
子
ど
も
同
伴
の

有
無
（
同
伴
の
場
合
は
、

子
ど
も
の
名
前
と
年
齢
）

を
明
記
の
上
、
７
月　

日
１４

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
社
会
福
祉
課
内
日
本
赤

十
字
社
千
葉
県
支
部
流
山

市
地
区
事
務
局
へ

　

□問
 

社
会
福
祉
課
内
日
本

赤
十
字
社
千
葉
県
支
部
流

山
市
地
区
事
務
局
�
７
１

５
０
―
６
０
７
９

　

夏
休
み
科
学
教
室

　

▽
期
日
＝
８
月
８
日
�

・
９
日
�
▽
時
間
＝　

時
１０

〜　

時
▽
場
所
＝
東
葛
テ

１６
ク
ノ
プ
ラ
ザ
（
柏
市
）
▽

対
象
／
定
員
＝
小
学
５
〜

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
／

各　

組（
多
数
抽
選
）▽
内

２５
容
＝
発
電
器
づ
く
り
、
か

た
ち
の
科
学
の
実
習
な
ど

▽
参
加
費
＝
無
料
※
申
込

方
法
な
ど
、
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

東
葛
テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ

�
７
１
３
３
―
０
１
３
９

　

性
の
健
康
講
習
会
「
助

産
師
が
贈
る
い
の
ち
の
は

な
し
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２４

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１１

３０

場
所
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏

市
）
▽
対
象
／
定
員
＝
小

学
生
と
そ
の
保
護
者
／　
３０

人（
先
着
順
）▽
参
加
費
＝

無
料
※
申
込
方
法
な
ど
、

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
６
７
―
１
２
５

５�
　

★
秋
元
松
子
展
「
初
夏

の
彩
り
」

　

▽
期
間
＝
７
月　

日
�

３０

ま
で
（
７
月
３
日
・　

日
１０

・　

日
・　

日
を
除
く
）※

１８

２４

７
月
９
日
ま
で
「
親
子
う

展　
　

示

ち
わ
づ
く
り
」
の
作
品
も

展
示
▽
時
間
＝
９
時
〜　
１６

時　

分
▽
場
所
＝
杜
の
ア

５０
ト
リ
エ
黎
明
▽
入
場
料
＝

無
料
※
期
間
中
は
他
の
展

示
に
よ
り
、
一
時
休
止
の

場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前

に
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

一
茶
双
樹
記
念
館
�

７
１
５
０
―
５
７
５
０

�
　

★
子
育
て
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
「
夏
だ　

元
気
に

ジ
ャ
ズ
」

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

１５

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１５

＝
文
化
会
館
ホ
ー
ル
▽
対

象
／
定
員
＝
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
大
人
ま
で
／
１
０
０
０

人
（
先
着
順
）
▽
出
演
／

曲
目
＝
①
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ

タ
ー
弦
の
会
／
あ
ざ
み
の

歌
ほ
か
②
ス
イ
ン
グ　

／
８０

ル
パ
ン
三
世
、
茶
色
の
こ

び
ん
、
ス
イ
ー
ト
メ
モ
リ

ー
、
ア
ニ
メ
メ
ド
レ
ー
ほ

か
▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場

へ
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

映
画
・
公
演

★印のあるものは市主催のものです 

市民ギャラリー　今月の展示
【電車アート作品展　３日�～３１日�】

　６月に開催した「流山まなび・ふれあいフェス
タ」の電車アートコンテスト作品と、当日参加し
た子どもたちのぬり絵などを展示します。

【四季の花々展　３日�～７日�】
　「夏の夢」をテーマに、流山市文化協会華道部
の作品を展示します。
　　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６

交通ルールを守ろう！
放置駐車の取り締まり・処分を強化
　
　ことし６月１日から道路交通法の改正によ
り、新たな放置駐車違反の取り締まりが始ま
りました。放置駐車違反とは、車両を違法に
駐車し、運転者がその車両を離れてすぐに運
転できない状態にする行為のことです。
　主な改正点は次のとおりです。
　①車両の車検証上の使用者への責任追及が
厳しくなり、放置違反金制度の導入による滞
納処分や車検拒否が行われます。
　②民間駐車監視員による、放置駐車違反車
両の確認および標章の取り付けが行われます
（千葉市、習志野市、八千代市、船橋市、松戸市、
市川市、浦安市、柏市、市原市の各警察署管
内）。※詳細は問い合わせを
　□問 流山警察署交通課�７１５９－０１１０

食中毒にご注意を
　食中毒予防の３原則は、食中毒菌
を「つけない、増やさない、やっつ
ける」です。
　①食材は新鮮なものを選ぶ②食品
の保存に注意する③調理前には十分
手を洗う④調理の際は食品の取り扱
いに注意する⑤食品は十分に加熱す
る⑥調理前や調理後の食品は室温に
長く放置しない―など、食中毒予防
を心掛けましょう。
　※下痢などの症状があるときは、
早めに医療機関で受診しましょう
　□問 保健センター�７　１　５　４－０　３　３　１
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第１１１７号（　）　　　平成１８年７月１日（土曜日）７

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間７月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２７日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００１０日（夜間検査あり）・２４日ＨＩＶ抗体検査
１３：３０～１５：００１８日女性のための健康相談
１４：００～１６：００７日・１０日・１８日・２４日心の健康相談
１４：００～１６：００３日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００４日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１３日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（７月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
７日・１４日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
２１日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２７日　保健センター
※平成１７年６月～９月生まれの
乳児対象。歯と食生活の指導
と試食

もぐもぐ教室（予約制）
２５日　保健センター
２６日　南流山センター
※４～５カ月児の離乳食指導
　
育児相談
１８日　保健センター
２８日　南流山センター
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の乳
児対象（その兄姉も相談可）
　

健康診査
①３カ月児…１９日・２０日
（平成１８年３月生まれの乳児対象）
②１歳６カ月児…１１日・１２日
（平成１６年１２月生まれの幼児対象）
③３歳児…５日・６日
（平成１５年４月生まれの幼児対象）
※いずれも保健センター
（１２：４５～１３：４５受付）

むし歯予防教室（予約制）
４日・１０日・２５日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２５日は１・２
回参加の幼児対象）。１歳６カ月
児健康診査時に申し込みを

　
食事相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病などの食事指導

　
成人健康相談（予約制）
月～金曜　保健センター
※生活習慣病など健康に関する相談
　
コスモスの会
１２日　保健センター
（１０：００～受付）
※認知症の家族を介護している
方のつどい。初めて参加の方は
要予約

　

★
夏
休
み
子
ど
も
ア
ニ

メ
上
映
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２１

　

時
〜
▽
場
所
＝
赤
城
福

１４祉
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
小
学
生
／　

人
（
先

８０

着
順
）
▽
内
容
＝
男
女
共

同
参
画
啓
発
ア
ニ
メ
「
ロ

ボ
ッ
ト
・
ハ
ー
ト
ン
の
疑

問
」、「
か
ん
す
け
さ
ん
と

不
思
議
な
自
転
車
」
ほ
か

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４

�
　

★
市
臨
時
職
員
（
臨
時

保
育
士
・
延
長
保
育
士
）

の
募
集

　

①
臨
時
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
公

立
保
育
所
▽
応
募
資
格
＝

保
育
士
等
の
有
資
格
者
▽

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…

８
時　

分
〜　

時
、
土
曜

３０

１７

…
８
時　

分
〜　

時
▽
時

３０

１２

間
給
＝
９
３
０
円
（
交
通

費
別
途
支
給
）

　

②
延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久

木
・
江
戸
川
台
・
名
都
借
・

長
崎
・
向
小
金
保
育
所
▽

資
格
・
求
人

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…

７
時
〜
８
時　

分
、　

時

３０

１６

〜　

時
、
土
曜
…
７
時
〜

１９
８
時　

分
、　

時　

分
〜

３０

１１

３０

　

時
※
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

１９あ
り
▽
時
間
給
＝
９
２
０

円
（
有
資
格
者
は
９
３
０

円
）
※
い
ず
れ
も
交
通
費

別
途
支
給

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０

―
６
１
２
４

　

学
童
保
育
所
の
指
導
員

募
集

　

①
西
初
石
子
ど
も
ル
ー

ム
（
西
初
石
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
西
初
石

小
１
〜
３
年
生
の
放
課
後

保
育
▽
勤
務
日
＝
月
〜
金

曜
（　

時
〜　

時　

分
）、

１３

１８

３０

土
曜（
８
時
〜　

時　

分
）

１７

３０

の
う
ち
週
３
〜
５
日
程
度

▽
勤
務
時
間
＝
５
時
間
程

度
▽
時
間
給
＝
８
０
０
円

（
試
用
期
間
は
７
８
０ 

円
）
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

西
初
石
子
ど
も
ル
ー

ム
�
７
１
５
３
―
５
１
０

０
　

②
山
び
こ
ル
ー
ム
（
十

太
夫
）

　

▽
勤
務
内
容
＝
八
木
北
・

小
山
小
１
〜
３
年
生
の
放

課
後
保
育
▽
勤
務
期
間
＝

７
月
中
旬
〜
８
月
末
▽
勤

務
時
間
＝
５
〜
６
時
間
程

度
▽
時
間
給
＝
８
０
０
円

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

山
び
こ
ル
ー
ム
�
７

１
５
２
―
２
２
３
１

　

消
防
設
備
士
試
験

　

▽
期
日
＝
９
月
３
日
�

▽
場
所
＝
日
本
大
学
生
産

工
学
部
津
田
沼
校
舎
（
習

志
野
市
）
▽
願
書
の
配
付

場
所
＝
市
消
防
本
部
予
防

課
▽
願
書
の
提
出
＝
７
月

　

日
か
ら　

日
（
消
印
有

１４

２０

効
）
ま
で
に
、
�
消
防
試

験
研
究
セ
ン
タ
ー
千
葉
県

支
部
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８

―
０
２
７
０

�
　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

１０

　

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１４▽
内
容
＝
行
財
政
改
革
に

つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
８

　

★
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
審
議

会
　

▽
日
時
＝
７
月
５
日
�

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１３

３０

役
所
▽
内
容
＝
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
を
図
る

対
応
策
に
つ
い
て

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

�
　

盲
導
犬
、
介
助
犬
、
聴

導
犬
の
給
付
希
望
者
募
集

　

身
体
の
不
自
由
な
方
の

就
労
や
社
会
活
動
へ
の
参

施
策
会
議　
傍聴可

そ
の
他

加
を
推
進
す
る
た
め
、
県

で
は
「
盲
導
犬
、
介
助
犬
、

聴
導
犬
」
の
給
付
を
希
望

さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま 

す
。

　

▽
給
付
対
象
＝
身
体
障

害
者
手
帳
を
持
つ
方
で
、

①
盲
導
犬
…
視
覚
障
害
１

級
の
方
②
介
助
犬
…
肢
体

不
自
由
１
・
２
級
の
方
③

聴
導
犬
…
聴
覚
障
害
２
級

の
方
▽
申
し
込
み
＝
７
月

７
日
�
ま
で
に
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
市
障
害

者
支
援
課
へ

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
１
／
�

７
１
５
８
―
２
７
２
７

　

女
性
の
た
め
の
健
康
相

談
（
出
張
相
談
）

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

１３

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
流

１３

１６

山
市
保
健
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
市
内
在
住
の

身
体
的
・
精
神
的
な
悩
み

を
持
つ
思
春
期
以
降
の
女

性
／
３
人
（
先
着
順
）
▽

内
容
＝
妊
娠
、
避
妊
、
不

妊
、
思
春
期
か
ら
更
年
期

等
の
心
や
体
の
相
談
な
ど

※
相
談
は
無
料
▽
申
し
込

み
＝
３
日
�
９
時
か
ら
電

話
で
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ

ー
女
性
相
談
専
用
電
話
�

７
１
６
０
―
１
０
１
６

　

県
営
住
宅
の
入
居
者
募

集
　

▽
募
集
期
間
＝
７
月
１

日
�
〜　

日
�
▽
申
込
資

１５

格
＝
①
申
込
者
が
日
本
国

籍
を
有
す
る
方
、
ま
た
は

外
国
人
で
在
留
期
間
が
１

年
以
上
の
在
留
資
格
を
有

す
る
方
お
よ
び
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
方
②
同
居
親

族
の
あ
る
方
③
住
宅
に
困

窮
し
て
い
る
方
④
千
葉
県

内
に
住
所
を
有
す
る
方
⑤

基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証

人
が
い
る
方
⑥
収
入
基
準

に
適
合
し
て
い
る
方
▽
申

込
用
紙
＝
市
建
築
住
宅
課

お
よ
び
各
出
張
所
・
公
民

館
で
配
付
※
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
住
宅
供
給
公

社
�
０
４
３
―
２
２
２
―

９
２
０
０

　

福
祉
の
し
ご
と
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス

　

▽
期
日
＝
７
月　

日
	

１７

▽
場
所
＝
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー
▽
時
間
／
内
容
＝

①
９
時　

分
〜　

時　

分

５０

１４

３０

／
施
設
説
明
、
就
職
活
動

に
つ
い
て
の
講
義
な
ど
②

　

時
〜　

時
／
相
談
、
求

１３

１６

職
登
録
▽
参
加
費
＝
無
料

※
申
込
方
法
な
ど
、
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

千
葉
県
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
�
０
４
３
―
２
４

８
―
１
２
９
４

農地の違反転用を防止
７月から９月は強化月間
　
　７月から９月は、「農地違
反転用防止対策強化月間」で
す。農地は、無断・無許可で
農地以外に転用することがで
きません。違反転用を発見し
た際は、地権者に対し是正指
導等の強化を図ります。
　農地を転用するときは、農
地法の手続きを忘れずに行っ
てください。
　□問 農業委員会事務局
　　�７　１　５　０－６　１　０　２

お詫びと訂正
　本紙５月１５日号（１面）に掲載した公益
事業補助の文中、「補助金審議会に報告さ
れ」とあるのは、「補助金等審議会への諮
問及びその答申を踏まえて」の誤りでした。
お詫びして訂正します。
　□問 市民活動推進センター�７１５０－４３５５

日　程・催し物会　場
　8　日�　卓球教室
19日�～28日�　レッツチャレンジ

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

８日�　みんなで作ろう楽しい工作
27日�　おばけやしき

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

20日�　ドッジボール大会
26日�　子ども夏まつり

思井児童センター
�７１５９－５６６６

21日�　マンカラ大会
26日�　子ども夏まつり

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

15日�　ドッジボール大会
27日�　子ども夏まつり

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

１０日�　食事について（幼児を持つ親対象）
27日�　子ども夏まつり

野々下児童センター
�７１４５－９５００

15日�～29日�　キラキラ絵作り
27日�　おばけやしき

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

　4　日�　たなばたかざりを作ろう
21日�　お誕生会

子育て支援センター
ゆうゆう

�７１４４－７９２６

児童館・センター７月の催し物
　開催時間や申し込み方法などは、各児童館・
センターへお問い合わせください。

��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������

乳幼児を持つ方の交流の場（乳幼児を持つ方の交流の場（７月）７月） 

【子育てサロン】　▽日時／内容＝①７日／星にね
がいを～七夕飾り～（先着２０人）②２１日／イメージ
遊び｢海であそぼ｣（先着２０人）③２８日／わらべうた
であそぼうよ※いずれも金曜１０時３０分～１２時▽場
所＝文化会館▽参加費＝無料▽申し込み＝電話で
文化会館へ（③は申し込み不要）
【中央ひだまりサロン】　▽日時＝４日・１８日・２５日
の火曜１０時３０分～１２時▽場所＝文化会館▽内容＝
保育ボランティア「ひだまり」のメンバーとの遊び
やおしゃべりなど※参加費無料、申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】　▽日時＝２０日�１０時３０
分～１２時▽場所＝南流山福祉会館▽内容＝「中央
ひだまりサロン」と同じ※参加費無料、申し込み不
要
　□問 文化会館�７１５８－３４６２

基本健康診査の受診を 
～　対象は４６歳以上の方　～

　きょう１日から、４６歳以上の方の基本健康診査が始まります。
　平成１５年以降に受診された方および今年度登録された方には、
通知を発送しました。８月３１日までに、指定医療機関で受診し
てください。また、６５歳以上の方の健診は、今年度から介護予
防のための健診が加わり、事前に記載する項目が増えました。
必ず問診票を記入した上で受診してください。

麻しん・風しんの予防接種
　今までに、「麻しん」または「風しん」の単独ワクチンの接
種を受けた方も、「麻しん風しん混合ワクチン（２期）」の接種
が可能となりました。ただし、「麻しん」または「風しん」の
いずれかにかかった方は、かかっていないもう一方の単独ワク
チンの接種が可能です。なお、「麻しん」および「風しん」の
両方にかかった方は、接種の必要はありません。
　▽対象＝①１期…１２月以上２４月未満の方②２期…５歳以上７歳未
満で小学校就学１年前の方
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
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流
山
市
民
芸
術
劇
場

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

を
、
９
月　

日
に
文
化
会

１０

館
で
開
催
し
ま
す
。

　
　

回
目
と
い
う
節
目
を

６０
迎
え
る
今
回
は
、
流
山
を

活
動
の
原
点
に
ス
ト
リ
ー

ト
ラ
イ
ブ
で
一
躍
名
を
馳

せ
、
ヒ
ッ
ト
曲
「
悲
し
き

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
や

「
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
」
な

ど
で
知
ら
れ
る
音
楽
グ
ル

ー
プ
「
サ
ム
シ
ン
グ
エ
ル

ス
」
の
ふ
る
さ
と
流
山
で

の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
耳

　

市
で
は
、�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市

民
活
動
は
ま
ち
づ
く
り
の

新
た
な
原
動
力
�
を
テ
ー

マ
に
、「
協
働
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
’　０６
 

」
を
開
催

し
ま
す
。

　

環
境
や
景
観
の
保
全
、

子
育
て
や
介
護
の
支
援
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
防
犯
活

動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
自
主
的
な
市
民
活
動

が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
実
際
の
市
民

活
動
の
近
況
報
告
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
と
行
政
と
の
協
働
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

す
で
に
市
民
活
動
な
ど

に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど 

で
、
地
域
デ
ビ
ュ
ー
を
考

え
て
い
る
方
な
ど
、ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
７
月　

日
�

２２

　

時　

分
〜　

時　

分

１３

１５

１６

３０

（
受
け
付
け
は　

時　

分

１２

４５

〜
）
▽
場
所
＝
生
涯
学
習

に
心
地
よ
い
ア
コ
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
サ
ウ
ン
ド
と
、
息

の
合
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１０

　

時
（
開
演
）
〜
▽
場
所

１７＝
文
化
会
館
▽
チ
ケ
ッ
ト

代
＝
４
０
０
０
円
（
全
席

指
定
）

　

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

　

▽
販
売
期
間
＝
７
月　
２３

日
�
〜
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）
▽
販
売
場
所
＝
①

文
化
会
館
、
各
公
民
館
、

南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
い
ず

れ
も
９
時
〜　

時　

分
）

１６

３０

②
読
売
新
聞
㈲
青
木
新
聞

店
Ｙ
Ｃ
初
石
③
新
星
堂
カ

ル
チ
ェ
５
柏
店
（
柏
市
）

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

す
。

　

こ
う
し
た
市
民
の
皆
さ

ん
の
主
体
的
に
取
り
組
む

活
動
は
、
今
後
、
地
域
の

担
い
手
と
し
て
ま
ち
づ
く

り
の
新
た
な
原
動
力
と
期

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
へ

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

　

日
に
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

２２２２

セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
３
０

０
人（
先
着
順
）▽
内
容
＝

市
川
博
美
さ
ん
（
長
野
県

松
本
市
収
入
役
、
元
長
野

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
常
務

理
事
・
事
務
局
長
）
に
よ

る
基
調
講
演
「
〜
官
か
ら

民
へ
〜
魅
力
あ
る
市
民
活

動
と
行
政
の
関
係
」、パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル

kom
yuniti@

city.

（   
       
      

nagareyam
a.chiba.jp

         
          
）

で
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ

ー
へ
※
定
員
に
満
た
な
い

場
合
、
当
日
の
参
加
も
可

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

ああぶぶくくまま洞洞とと陶陶芸芸体体験験ツツアアーー
―　バスで行く相馬ユートピア　―

　

　

日　　程　９月１日�～２日�
コ ー ス　
　　　　　文化会館（７：００）－東部公民館（７：２０）－南流山セ

ンター（７：４０）－江戸川台駅西口千葉銀行前（８：
００）－常磐道－あぶくま洞・でこ屋敷（見学・自
由昼食）－相馬ユートピア泊

　　　　　相馬ユートピア－松川浦－大堀相馬焼（陶芸体 
験）－小名浜（昼食・買い物）－常磐道－流山市内

定　　員　３０人（最少催行人員）※３人以上のご家族・グ
ループの場合は１室ご利用になれます。ただし、
申し込み状況により変更の場合あり。２人１室を
ご希望の方は相談を

申込締切　７月３１日�※定員になり次第締め切り
企　　画　㈱流山相馬ふるさと振興公社
後　　援　流山市
主　　催　東急観光（国土交通大臣登録一般旅行業第３８

号）
申し込み　電話で東急観光千葉支店（�０４３－２４３－

０１０９）へ
問い合わせ　コミュニティ課�７１５０－６０７６

●料金（税込み、１泊３食）

２３,５００円大　人
市　

外

２２,０００円６０歳以上
市　

民 ２１,７００円中学生以下
２２,５００円６０歳未満

２１,２００円中学生以下

２日目

１日目

　市川博美さん

　きれいな川を守ろう！
生活排水対策にご協力を　

　７月７日は「川の日」。また、今月は「河川愛護

月間」です。

　“豊かで清らかな水に親しめるまち・流山”の

実現のため、家庭でできる生活排水対策にご協力

をお願いします。

　①台所の三角コーナーやストレーナーに、「ろ

紙」を装着する。

　②食用油は使い切る。廃食用油は、紙や布などに

しみ込ませ、「燃やせるごみ」として処理する。

　③料理は食べきれる分だけ作るようにする。…

ほか

　以上、第Ⅱ期流山市生活排水対策推進計画（平

成１８年３月策定）の「家庭でできる生活排水対策

の実践・励行」から

　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

　

空
腹
時
や
食
後
に
上
腹
部

が
き
り
き
り
と
痛
み
、
胃
潰

瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍
に
悩
ん

で
い
る
方
は
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

　

つ
い
最
近
ま
で
、
ス
ト
レ

ス
や
生
活
習
慣
（
ア
ル
コ
ー

ル
多
飲
や
喫
煙
等
）
が
、
こ

の
潰
瘍
を
引
き
起
こ
す
主
な

原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
医
学
賞
受
賞
者
と

な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

マ
ー
シ
ャ
ル
と
ウ
ォ
レ
ン
両

博
士
は
、
１
９
８
２
年
ら
せ

ん
状
で
数
本
の
し
っ
ぽ
を
持

っ
た
細
菌
（
ヘ
リ
コ
バ
ク
タ

ー
・
ピ
ロ
リ
菌
）
が
胃
の
粘

膜
に
存
在
す
る
事
を
発
見
し

ま
し
た
。
そ
し
て
ピ
ロ
リ
菌

が
胃
潰
瘍
や
十
二
指
腸
潰
瘍

の
発
生
や
再
発
に
関
与
す
る

こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

ま
た
最
近
で
は
、
胃
が
ん
と

の
関
連
も
注
目
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

ピ
ロ
リ
菌
は
主
に
乳
幼
児

期
に
口
よ
り
感
染
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
日
本

人
の　

歳
以
下
の
感
染
率
が

３０

０
〜　

％
と
欧
米
並
み
で
あ

２０

る
の
に
比
し
、
飲
み
水
な
ど

の
衛
生
環
境
の
悪
い
戦
後
の

時
代
に
育
っ
た　

歳
以
上
で

５０

は　

〜　

％
と
高
い
感
染
率

６０

７０

と
な
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
、

胃
・
十
二
指
腸
潰
瘍
患
者
で

は　

％
以
上
と
高
率
に
ピ
ロ

９０
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
事
が

分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

感
染
の
有
無
を
調
べ
る
方

法
と
し
て
は
、
血
液
や
尿
の

ピ
ロ
リ
菌
抗
体
を
検
出
す
る

方
法
、
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
分

解
物
質
を
呼
気
中
で
検
出
す

る
方
法
、
胃
の
内
視
鏡
検
査

時
の
生
検
組
織
よ
り
ピ
ロ
リ

菌
を
確
認
す
る
方
法
な
ど
が

あ
り
、
医
院
や
病
院
で
比
較

的
簡
単
に
検
査
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

ピ
ロ
リ
菌
を
除
菌
治
療
す

る
に
は
、
胃
酸
分
泌
抑
制
剤

と
２
種
類
の
抗
生
剤
を
１
週

間
服
薬
す
る
こ
と
に
よ
り
、

約　

〜　

％
の
保
菌
者
で
除

７０

９０

菌
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
除
菌

治
療
に
も
抗
生
剤
の
ア
レ
ル

ギ
ー
、
出
血
性
大
腸
炎
、
除

菌
後
の
逆
流
性
食
道
炎
な
ど

の
副
作
用
が
時
に
出
現
す
る

こ
と
が
あ
り
、
注
意
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
胃
痛

な
ど
の
胃
部
症
状
が
長
く
続

く
場
合
は
、
一
度
か
か
り
つ

け
医
あ
る
い
は
消
化
器
専
門

医
を
受
診
し
、
内
視
鏡
検
査

や
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
受
け
ら

れ
る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。

も
し
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て

い
た
場
合
は
、
除
菌
治
療
を

受
け
た
方
が
良
い
か
ど
う
か

を
判
断
し
て
も
ら
う
の
が
良

い
で
し
ょ
う
。

　
　
　

（
文
／
西
村
正
信
）

医療の現場から
Vol.２０

　ピロリ菌と胃・
十二指腸潰瘍

流山市医師会ホームページ
http://www.evnet.ne.jp/med.nagareyama/

第６０回流山市民芸術劇場
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７月２３日からチケット販売開始

　　　　相馬特選

　　　　おみやげ付き
　　　夕食時ビール１本または

　　　ジュース２本付き
特典２特典１

第４０回市民体育大会 申し込み受付中

申込締切問い合わせ対　　象会　　場開　催　日競技種目

９／１０�
小嶋
�７１５８－２５７３

市野球連盟加盟チーム、
市内高校生チーム

市総合運動公園野球場、
河川敷球場

１０／１～１１／２６
の毎週日曜

野　 　 　 球

９／２６�
斉田
�７１５４－９５３５

市内在住・在勤・在学の
一般男女、連盟加盟者

市民総合体育館
※男女シングル・ダブルス

１０／１５�卓 球

開催日の
１０日前

山下
�７１５２－６６９８

市内在住・在学の中学生、
市内高校生、在クラブ員、
市内在住・在勤・在学者

市総合運動公園庭球場
中学生…１１／４�・１８�
一般…１０／１５�

ソフトテニス

９／１０�
秋元
�７１５４－５６０６

市内在住の一般男女市総合運動公園庭球場
９／２４�、１０／１�
※予備日１０／２９�

テ ニ ス

９／３０�
澤畑
�７１５８－４８９２

市内在住の家庭婦人、市内
在住・在勤の一般男女

市民総合体育館
※9人制、6人制

家庭婦人…１０／２９�
一　　般…１１／５�

バレーボール

７／１５�
小縣
�７１５９－９３７８

市内在住の一般男女市民総合体育館
９／１０�・１７�・
１８�

バスケットボール

１０／７�
真通
�７１４１－３３６６

市内在住・在勤・在学者、
在クラブ員

市民総合体育館
※男女別ダブル

１０／２１�バドミントン

９／２１�
亀山
�７１５８－３４９８

市内在住・在勤・在学の
小学生以上の男女

生涯学習センター　１０／９�柔 道

１０／１０�
張ケ谷
�７１５８－３９３３

市内在住・在勤・在学の
幼年以上の男女

市民総合体育館１１／１２�空 手 道

９／１�
昆野
�７１５９－０２７８

市内在住・在勤・在学の
小学生以上

市民総合体育館
※個人戦

１０／９�剣 道

開催日に
会場で

寺嶋
�７１５２－５７４４

一般有資格者、射撃部また
は流山猟友会在籍者

ＳＫＢ成田射撃場
１０／８�
※雨天決行

ク レ ー 射 撃

９／１０�
長谷川
�７１５６－０９７１

市内在住・在勤者
市総合運動公園陸上競技場
※トーナメント方式

１０／９�・１５�・２２�・
２９�、１１／５�・１２�

サ ッ カ ー

９／２５�
恩田
�７１５３－１８２２

市内在住・在勤の一般男女
チーム

上耕地運動場
１０／９�・１５�・ 
２２�・２９�

ソフトボール

９／１０�
佐々木
�７１５５－０５６２

市内在住の一般男女
※学生、生徒は除く

紫カントリークラブ
あやめコース

１０／５�ゴ　 ル　 フ

７／２０�
宮原
�７１４０－７６３４

市内在住・在勤・在学の
５歳以上８０歳以下の方

市民プール８／６�水 泳

９／３０�
門倉
�７１７４－３８５７

ゲートボール協会会員、市
内ゲートボールチーム（６
人以内）

上耕地運動場
１０／１１�
※予備日 １０／
１２�・１３�

ゲートボール

１０／８�
大平
�７１５０－２１１９

市内在住・在勤・在学者、
カヌー部員

江戸川１０／９�カ　 ヌ　 ー

９／１８�
福井
�７１５４－３２２１

市内在住・在学の経験者流山北高校弓道場１０／１�弓　 　 　 道

８／３１�
斉藤
�７１５０－１５８０

市内在住の中学生以上の
方、在アーチェリー協会員

流山中央高校
アーチェリー場

９／２４�アーチェリー

　各競技種目への参加申し込みなど、詳細は直接問い合わせ
先にご連絡ください。
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